
最
近
の
宗
教
判
例
の
動
向
と
実
務
問
題

矢

吹

輝

夫

{
弁
護
士
〉

第

議
教
判
例
の
動
向

最
近
に
お
け
る
宗
教
判
例
の
動
向
を
み
る
と
、
「
政
教
分
離
」
に
関
す
る
も
の
、
「
法
律
上
の
争
訟
」
に
関
す
る
も
の
、
「
信
教
の
自

自
」
と
民
法
等
に
関
す
る
も
の
、
辺
一
小
教
法
人
」
プ
ロ
パ

i
に
関
す
る
も
の
に
大
間
刺
さ
れ
る
。
本
稿
は
、
宗
教
法
人
運
営
上
の
実
務
問

題
に
慨
す
る
判
鰐
を
主
に
す
る
が
、
そ
の
ほ
か
の
も
の
に
も
簡
単
に
ふ
れ
て
お
く
。
な
お
、
末
尾
の
判
例

覧
表
は
、
近
年
一

0
年
間

最近の宗教判例の動向と実務陶芸童{矢吹)

の
宗
教
判
例
の
大
撃
を
康
年
順
に
訓
列
記
し
た
も
の
で
、
本
稿
中
の
引
潮
判
例
の

O
内
の
番
号
は
一
覧
表
の
創
刊
倒
的
義
母
を
示
す
も
の
で
あ

る。

〈

l〉

「
政
教
分
離
」
に
関
す
る
も
の

患
魂
碑
・
慰
霊
祭
違
憲
訴
訟

品
取
判
平
5
・
2
・
日
目
ゅ
は
、
箕
一
鹿
市
が
土
地
を
買
い
受
け
て
忠
魂
碍
を
移
設
し
、
箕
面
市
遺
族
会
に
右
土
地
を
無
償
貸
与
し
た
行
為

ゃ
、
市
長
ら
が
忠
魂
碑
欝
で
市
遺
族
会
が
挙
行
し
た
慰
霊
祭
に
関
与
し
た
行
為
が
愈
法
二

O
条
、
八
九
条
に
違
反
す
る
と
し
て
、
地
方

自
治
法
一
一
鴎
二
条
の
こ
に
基
づ
き
損
害
賠
償
等
を
求
め
た
住
民
欝
訟
明
、
あ
る
。

右
判
決
は
、
忠
魂
碑
の
移
設
等
の
行
為
は
、
戦
没
者
記
念
神
的
な
性
格
を
有
す
る
施
設
を
他
の
場
所
に
移
設
し
、
そ
の
敷
地
を
学
校
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絹
地
と
し
て
利
用
す
る
た
め
の
方
策
と
し
て
行
っ
た
も
の
で
あ
り
、
慰
霊
襲
へ
の
参
列
も
、
戦
没
者
の
慰
霊
、
追
悼
の
た
め
の
宗
教
的

行
事
に
際
し
、
戦
没
者
遺
族
に
対
し
社
会
的
儀
礼
を
つ
く
す
と
い
う
る
の
で
、
そ
の
目
的
は
専
ら
世
俗
的
な
も
の
で
あ
り
、
そ
の
効
果

も
、
特
定
の
宗
教
を
援
助
、
助
長
、
従
進
し
、
又
は
他
の
宗
教
に
圧
迫
、
干
渉
合
加
え
る
も
の
と
も
認
め
ら
れ
な
い
。
し
た
が
っ
て
、

右
各
行
為
の
宗
教
と
の
か
か
わ
り
合
い
の
程
度
は
、
わ
が
患
の
社
会
的
、
文
化
的
諸
条
件
に
期
ら
し
、
信
教
の
自
腐
の
保
障
の
確
保
と

い
う
政
教
分
離
の
根
本
目
的
か
ら
相
当
と
さ
れ
る
限
度
を
超
え
る
も
の
で
は
な
い
と
し
、
憲
法
ニ

O
条
三
項
の
宗
教
的
活
動
に
・
あ
た
ら

な
い
と
し
た
。
こ
れ
は
、
最
判
路
町
・
?
・
日
判
時
八
五
五
i
二
回
津
地
銀
接
戦
決
の
示
し
た
詩
的
効
果
基
準
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。

ま
た
市
遺
族
会
は
、
特
定
の
宗
教
の
信
仰
、
礼
拝
又
は
普
及
一
等
の
宗
教
活
動
を
行
う
こ
と
そ
本
来
の
際
的
と
す
る
組
織
な
い
し
母
体

明
、
な
い
の
で
、
憲
法
一
一

O
条
一
壊
後
段
の
「
宗
教
盟
体
」
、
八
九
条
の
「
宗
教
上
の
組
識
著
し
く
は
鴎
体
」
に
骸
当
し
な
い
と
し
、
合

懇
の
判
断
を
示
し
た
。
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審
の
大
観
高
判
昭
慌
・

7
・
日
四
の
は
合
憲
、

一
審
の
大
震
地
判
鶴
田
・

3
・
話
判
持

O
三
大
i
一一

G
は
瀧
憲
(
巌
裳
祭
訴
訟
の

審
は
大
臨
地
判
昭
開
・

3
・
-
判
持

。
六
人
l
一一七)。

他
に
長
崎
市
が
忠
魂
碑
等
の
維
持
管
理
主
体
で
あ
る
遺
旋
会
等
に
補
助
金
を
交
付
し
た
行
為
の
逮
簸
牲
に
開
陳
す
る
長
崎
地
料
平
2
・

2
・
加
議
〈
一
部
逮
簸
)
、
福
岡
商
戦
平
4
・泣

-m場
(
合
一
議
〉
が
あ
る
。

2 

精
閤
神
社
公
式
参
拝
違
憲
訴
訟

昭
和
六

O
年
八
月

五
日
中
犠
根
康
弘
内
議
総
護
大
盤
が
、
一
鴻
鵠
神
社
・
を
内
閣
総
理
大
臣
の
資
格
で
会
式
参
拝
し
た
等
の
行
為
は
、

憲
法
二

O
条
、
八
九
条
に
速
成
し
た
護
法
な
行
為
で
、
原
告
〈
控
訴
人
〉
ら
の
有
す
る
信
教
の
自
由
、
宗
教
的
人
絡
権
な
い
し
宗
教
的

プ
ラ
イ
バ
シ
ー
権
、
政
教
分
離
原
則
に
よ
り
保
障
さ
れ
た
法
的
利
益
を
侵
害
し
た
と
し
て
、
期
間
及
び
・
中
曽
根
氏
に
対
し
鶏
家
賠
横
法

条
、
員
法
七

O
九
条
に
よ
り
損
害
賠
償
・
念
競
求
し
た
次
ぎ
の

連
の
訴
訟
で
あ
る
。



(
播
騰
靖
国
訴
訟
)
大
阪
高
利
平
5
・
3
・
wm
織
、
神
戸
地
裁
姫
路
支
判
平
2
・
3
・

m⑮
〈
関
西
靖
掴
訴
訟
)
大
阪
高
判
平
4
・

7
・
誌
の
秒
、
大
阪
地
判
平
一
克

-u
・
9
む
〈
九
州
靖
閥
訴
訟
)
福
嗣
高
羽
平
4
・
2
・

m母
、
福
組
問
地
判
平
詑

-u-HHO

こ
れ
ら
の
判
決
は
、
い
ず
れ
も
本
件
公
式
参
拝
は
原
告
(
控
訴
人
)
ら
の
宗
教
的
信
条
に
強
制
約
千
渉
を
す
る
も
の
で
は
な
い
か
ら
、

器
教
の
自
由
を
侵
害
し
な
い
。
原
告
〈
控
訴
人
〉
は
、
他
人
か
ら
干
渉
を
受
け
な
い
静
ひ
っ
の
中
で
死
者
を
敬
愛
追
慕
す
る
と
い
、
三
指

{
2〉

教
的
人
格
権
や
他
人
か
ら
干
渉
・
介
入
を
受
け
な
い
な
か
で
、
死
を
意
味
づ
け
る
自
由
で
あ
る
宗
教
的
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
権
が
あ
る
と

い
う
が
、
実
定
法
上
の
根
拠
を
か
き
回
央
体
的
権
利
・
利
益
と
は
認
め
難
い
。
政
教
分
離
原
尉
は
臨
家
機
関
に
対
す
る
も
の
で
、
国
民
各

偶
人
に
対
ナ
る
美
体
的
権
利
と
し
て
保
障
し
た
も
の
で
は
な
い
な
ど
と
し
て
請
求
を
退
け
た
。

公
式
参
拝
の
違
憲
性
に
つ
い
て
は
、
前
記
大
阪
高
判
砂
が
傍
識
で
、
靖
国
神
社
の
社
殿
で
参
拝
す
る
行
為
は
、
外
形
的
、
客
観
的
に

は
、
神
社
、
神
道
と
か
か
わ
り
を
も
っ
宗
教
的
活
動
で
あ
る
こ
と
、
政
府
見
解
の
変
遷
や
関
内
外
の
批
判
、
将
来
の
継
続
性
等
を
総
合

-277-

す
る
と
違
憲
の
疑
い
が
強
い
と
判
示
し
た
。

最近の宗教明UM~り動向と実務荷量喜(矢吹}

靖
国
神
社
公
式
参
拝
違
憲
訴
訟
は
、
処
の
違
憲
訴
訟
の
よ
う
に
地
方
自
治
法
二
摺
ス
条
の

に
基
づ
く
住
民
訴
訟
の
手
法
を
と
れ
な

い
た
め
、
関
家
賠
護
法
一
条
、
民
法
七

O
九
条
を
逮
潤
し
た
が
、
具
体
的
な
擁
利
・
利
援
を
欠
く
も
の
と
し
て
、
憲
法
判
断
に
烹
ら
ず

欝
求
を
棄
却
さ
れ
た
。
こ
の
中
で
、
大
薮
高
判
持
母
の
傍
論
は
、
政
治
と
宗
教
と
の
関
係
を
ゆ
る
や
か
に
解
釈
し
よ
う
と
す
る
閣
の
姿
勢

を
批
判
す
る
も
の
で
あ
る
。

3 

五
串
料
等
違
憲
訴
訟

愛
媛
県
及
、
ぴ
若
手
爆
が
錆
思
神
社
の
春
秋
例
大
祭
、
み
た
ま
祭
等
に
五
感
料
又
は
献
燈
料
念
公
金
か
ら
支
出
し
た
行
為
が
憲
法
一
一

O

条
、
八
九
条
等
に
遣
反
し
無
効
で
あ
る
と
し
て
、
地
方
自
治
法
二
四
二
条
の
ご
に
よ
り
提
起
さ
れ
た
住
民
訴
訟
で
あ
る
。

高
松
高
判
平
4
・
5
・

ue及
び
盛
岡
地
判
昭
詔
・

3
・
5
舎
は
本
件
支
出
行
為
を
合
意
と
し
、
仙
台
高
粉
平
3
・
1
・

m曾
及
び
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松
山
泌
総
平
元
・

3
・
wu
議
は
こ
れ
を
違
憲
と
し
、
裁
判
所
の
見
解
が
分
か
れ
て
い
る
。
高
松
海
戦
織
は
、
環
在
上
告
審
に
係
属
し
て

い
る
。高

松
高
判
倫
相
は
、
靖
聞
神
社
法
等
が
昭
和
剖
罷
年
か
ら
昭
和
盟
六
年
五
月
ま
で
の
関
に
一
一
一
度
に
わ
た
り
閉
会
で
審
議
さ
れ
た
が
、
い

ず
れ
も
廃
棄
と
な
り
、
岡
践
の
大
多
数
の
意
思
が
靖
国
神
社
に
第
二
次
大
戦
中
と
出
向
立
法
的
地
位
、
法
律
関
係
を
議
ま
な
い
も
の
と
し

て
確
定
し
て
い
る
点
か
ら
、
本
件
文
出
が
そ
の
よ
う
な
法
的
地
註
等
の
規
請
を
腹
部
と
し
た
も
の
と
は
い
え
ず
、
支
出
の
程
度
も
第
二

次
大
戦
中
の
靖
閥
神
社
に
対
す
る
財
政
負
担
に
比
す
べ
く
も
な
い
零
細
な
額
で
、
社
会
的
儀
礼
の
程
度
に
ゑ
ま
っ
て
お
り
、
そ
の
効
来

に
つ
い
て
も
、
右
の
よ
う
な
法
的
地
泣
の
消
滅
に
伴
い
、
本
件
支
出
が
こ
れ
-
を
復
活
し
、
踏
家
機
関
に
よ
る
神
識
の
援
助
、
助
長
に
つ

い
て
の
関
心
を
呼
ぴ
起
す
と
も
考
え
難
い
な
ど
の
諸
事
情
を
あ
げ
て
、
本
件
送
車
料
の
支
出
を
合
憲
と
し
た
。

他
方
仙
台
高
判
。
は
、
本
件
玉
出
中
料
等
の
奉
納
は
、
靖
関
神
社
の
宗
教
上
の
行
事
に
直
接
か
か
わ
り
合
い
・
を
も
っ
宗
教
性
の
議
獄
中
な

も
の
で
あ
る
こ
と
、
ま
た
そ
れ
は
、
特
定
の
京
教
団
体
に
対
し
、
慨
常
的
か
つ
継
続
的
に
公
金
の
支
出
を
行
う
こ
と
に
な
る
か
ら
、

278ー

手
県
が
他
の
宗
教
罷
体
に
比
し
嬢
罷
神
社
を
特
別
被
し
て
い
る
と
の
向
印
象
を
社
会
一
般
に
与
え
、
特
定
の
宗
教
団
体
へ
の
調
心
を
呼
ぴ

起
し
、
ま
た
こ
れ
が
適
法
規
さ
れ
れ
ば
、
全
国
各
地
の
多
数
の
市
町
村
に
波
及
す
る
効
果
が
あ
る
こ
と
等
の
諸
事
情
を
あ
げ
て
本
件
宝

府
料
等
mw
支
出
を
瀧
識
と
し
た
。
松
山
地
粉
識
も
、
ほ
ず
こ
れ
と
開
様
の
見
解
を
と
っ
て
い
る
。

な
お
、
岩
手
玉
串
料
逮
愈
訴
訟
は
、
こ
の
外
、
岩
手
累
議
会
が
内
関
総
理
大
臣
等
の
公
式
移
持
の
要
望
決
議
を
し
た
こ
と
を
違
憲
と

し
、
こ
れ
に
関
連
す
る
支
出
に
つ
い
て
も
損
害
嬉
償
を
議
求
し
て
い
る
が
、
仙
台
高
斡
舎
は
、
本
件
支
車
料
等
の
支
出
の
逮
簸
判
断
と

開
様
の
立
論
を
惑
い
て
公
式
参
拝
を
瀦
織
と
断
定
し
て
い
る
。

こ
れ
ら
の
判
決
は
、
い
ず
れ
も
津
地
鎮
祭
料
判
決
の
目
的
効
果
基
準
を
採
用
す
る
も
の
で
あ
る
が
、
そ
の
視
点
の
穏
瀧
に
よ
っ
て
見
解

(3) 

が
分
か
れ
る
こ
と
を
示
す
こ
と
と
な
っ
た
。



こ
の
外
、
政
教
分
離
に
相
関
す
る
も
の
に
、
最
判
平
4
・

ue
訪
穆

〈

4
)

大
観
高
判
平
3
‘

3
・
ぉ
⑩
の
地
蔵
像
訴
訟
が
あ
る
。

ニ
「
法
律
上
の
争
訟
」
に
間
関
す
る
も
の

l 

裁
判
所
法
三
条
の
法
律
上
の
争
訟
と
は
、
具
体
的
な
様
科
義
務
な
い
し
法
律
関
係
に
関
す
る
紛
争
で
あ
っ
て
、
法
令
の
適
用
に

よ
り
終
段
均
的
に
解
決
で
き
る
も
の
を
い
い
、
裁
判
所
は
こ
れ
に
つ
い
て
固
有
の
裁
判
権
含
有
す
る
。
し
か
し
具
体
的
な
権
斡
義
務
な
い

し
詮
律
関
係
に
関
す
る
紛
争
で
あ
っ
て
も
、
こ
れ
を
解
決
す
る
前
提
と
し
て
宗
教
上
の
事
項
に
関
す
る
判
断
を
必
要
と
す
る
場
合
に
は
、

〈

S
)

語
教
自
由
の
原
開
か
ら
裁
判
所
が
ど
こ
ま
で
審
理
裁
判
で
き
る
か
は
困
難
な
問
問
題
で
あ
る
。
法
律
上
の
争
訟
に
つ
い
て
は
、
近
年
目

議
正
宗
の
一
連
の
懲
戒
処
分
一
を
め
ぐ
っ
て
多
く
の
判
鰐
が
で
て
い
る
。

2 

議
判
平
冗
・

2
・
8
曾
(
薬
務
寺
事
件
〉

日
蓮
正
宗
の
・
内
部
で
、
製
価
学
会
へ
の
対
応
を
め
ぐ
っ
て
菅
長
*
宗
務
院
の
僧
俗
協
欝
路
線
と
こ
れ
に
毘
対
す
る
正
儀
党
援
運
動
の

279-

情
慣
と
の
問
に
深
刻
な
対
立
を
生
じ
、
管
長
が
宗
務
院
の
や
止
命
令
に
反
し
て
全
開
檀
信
徒
大
会
を
鴎
寵
し
た
多
数
の
僧
侶
を
懲
戒
処

分
に
付
し
た
こ
と
か
ら
、
代
表
投
員
・
管
長
地
鐙
不
存
在
確
龍
訴
訟
が
提
起
さ
れ
た
。
本
件
は
、
こ
の
よ
う
な
紛
争
の
過
程
に
お
い
て
、

最近の安宗教事j衡の動向と実務問題(矢吹)

Y
の
言
一
説
が
日
議
正
宗
の
本
尊
観
夏
ぴ
血
脈
相
承
に
関
す
る
教
義
寂
び
信
掬
を
否
定
す
る
異
説
で
あ
る
と
し
、
京
規
に
基
づ
き
管
長
が

Y
を
接
斥
処
分
(
僧
籍
剥
奪
)
に
し
た
こ
と
か
ら
、

X
寺
は
こ
れ
に
よ
り
Y
が
X
の
代
表
役
員
・
住
職
の
地
位
を
喪
失
し
た
と
し
て
、

Y
に
対
し
寺
院
等
の
建
物
明
渡
を
請
求
し
(
第

事
件
)
、
勉
方

Y
は
右
捜
斥
処
分
が
無
効
で
あ
る
と
し
て
、

X
の
代
表
役
員
等
の
地

位
に
あ
る
こ
と
の
確
認
を
請
求
し
た
〈
第
二
事
件
)
事
業
で
あ
る
。

一
審
の
大
阪
地
判
招
mm
・
9
・

m舎
は
、
懲
戒
処
分
権
者
で
あ
る
管
長
に
克
て
ら
れ
る
法
主
の
選
任
手
続
は
、
血
脹
相
承
と

い
う
宗
教
上
の
儀
式
を
意
味
し
、
ぞ
れ
が
秘
伝
で
あ
る
と
し
て
も
社
会
的
事
実
の
側
面
を
有
す
る
と
し
て
、
法
主
就
怪
等
の
儀
式
や
連

示
の
存
在
、

一
年
以
上
も
異
議
が
な
か
っ
た
等
の
事
実
か
ら
こ
れ
を
諒
定
し
、
ま
た
異
説
の
い
尽
に
つ
い
て
は
、
宗
規
に
暴
づ
く
管
長
の
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栽
定
に
よ
り
こ
れ
を
龍
め
、
本
件
態
戒
M
m分
を
有
効
と
す
る
実
体
判
断
を
し
て
、
第

事
件
に
つ
き
X
の
競
求
を
寵
容
し
、
第
一
一
事
件

に
つ
き
Y
の
請
求
を
棄
却
し
た
。

(2) 

こ
れ
に
対
し
、
一
一
審
の
大
数
高
判
沼
恒
・

5
・
6
舎
は
、
懲
戒
処
分
の
効
力
に
つ
い
て
の
判
断
が
教
畿
内
容
に
擦
く
か
か
わ

り
、
ま
た
紛
争
の
実
体
が
宗
教
上
の
争
い
で
あ
る
た
め
に
全
体
と
し
て
法
律
の
適
患
に
よ
る
終
局
的
解
決
に
適
し
な
い
と
き
に
は
法
律

上
の
争
訟
と
は
い
え
な
い
と
し
て
、
第
一
、
第
二
事
件
と
も
訴
え
を
却
下
し
た
。

句。

し
法
律
関
係
に
関
す
る
訴
訟
で
あ
っ
て
も
、
宗
教
間
体
内
部
に
お
い
て
-
さ
れ
た
態
戒
処
分
の
効
力
が
請
求
の
当
否
を
決
す
る
前
鐙
務
題

こ
れ
に
対
し
、

X
Y
現
方
か
ら
上
告
し
た
の
が
本
件
最
料
品
暇
で
あ
る
。
右
判
決
は
、
当
事
者
間
の
異
体
的
な
権
利
義
務
な
い

と
な
っ
て
お
り
、
そ
の
効
力
の
有
無
が
当
事
者
閉
め
紛
争
の
本
質
的
争
点
を
な
す
と
と
も
に
、
そ
れ
が
議
教
上
の
教
義
、
儲
掲
の
内
容

に
深
く
か
か
わ
っ
て
い
る
た
め
、
右
教
義
、
韓
仰
の
内
容
に
立
ち
入
る
こ
と
な
く
し
て
そ
の
効
力
の
有
無
を
判
断
す
る
こ
と
が
で
き
ず
、
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し
か
も
そ
の
判
断
が
訴
詮
の
帰
趨
を
友
右
す
る
必
饗
不
可
欠
の
も
の
で
あ
る
場
合
に
は
、
右
訴
訟
は
、
そ
の
実
質
に
お
い
て
法
令
の
適

患
に
よ
る
終
局
的
解
決
に
適
し
な
い
も
の
と
し
て
、
裁
判
所
法
三
条
に
い
う
「
法
律
上
の
争
訟
」
に
滋
ら
な
い
と
い
う
べ
き
で
あ
る
と

し
、
本
件
捜
斥
処
分
の
効
力
の
有
無
は
日
蓮
正
宗
の
教
義
、
提
仰
の
内
容
に
立
ち
入
ら
な
く
て
は
判
断
で
き
な
い
性
質
の
も
の
で
、
本

体
訴
訟
は
右
の
よ
う
な
場
合
に
あ
た
る
と
し
、
原
審
を
支
持
し
て

X
、
Y
の
上
告
を
棄
却
し
た
。

日
蓮
正
宗
の
前
記
正
需
党
醸
運
動
に
か
か
わ
る
鯨
戒
処
分
の
勢
力
の
有
無
を
蔀
援
問
題
と
す
る
同
様
の
事
案
に
つ
い
て
、
次
事

(6) 

の
よ
う
な
判
例
が
あ
る
。

3 
3
-
m
a
w実
体
制
約
断
の
う
え
建
物
務
渡
請
求
総
容

。
ゐ

最
判
平
5
・
7
・
ぉ
@
(
内
口
蓮
農
事
件
)
最
判
織
と
同
旨
、
一
一
審
東
京
高
利
平
2
・
5
・
30ぬ
福
岡
、
一
審
一
車
両
品
一
地
判
乎
元
・

議
判
平
5
・
9
・
mw
ゆ
(
妙
真
寺
事
件
)
最
判
曾
と
同
旨
、
一
一
審
東
京
高
純
平
2
'
1
・
M

抗
(
留
別
問
、

審
W
T
元
・

4
・日



命
実
体
判
断
の
、
?
え
建
物
明
渡
請
求
認
容

関
連
事
件
、
東
京
高
判
昭
的
・

2
・
m
@
(
代
表
役
員
等
地
盤
保
全
等
仮
処
分
申
譲
事
件
〉
最
判
舎
と
同
旨
、
申
請
却
下

掛

最

判

平

5
・

n-
話
番
(
小
沼
原
教
会
事
件
}
最
創
刊
曾
と
荷
官
、
ご
審
東
京
高
判
平
光

-u
・
日
@
友
び

時
原
支
判
昭
mw
・
6
・
4
⑬
と
も
実
体
判
断
の
う
え
建
物
明
渡
請
求
認
容

審
横
浜
地
裁
小

(4) 

最
判
⑭
に
つ
き
、
佐
藤
産
市
郎
、
大
野
正
男
裁
判
官
は
、
本
件
処
分
が
白
蓮
蕊
来
の
臨
稼
的
な
決
定
に
よ
る
も

反
対
意
見

の
で
あ
る
と
露
め
ら
れ
る
と
き
は
、
こ
れ
を
尊
援
し
て
議
求
の
当
杏
を
判
断
す
べ
き
で
あ
る
と
し
、
命
事
件
に
つ
き
、
味
村
治
裁
判
官

は
、
裁
判
所
は
当
謀
議
教
関
体
が
自
治
的
に
定
め
た
規
範
が
公
序
自
民
俗
に
試
す
る
な
ど
特
別
の
事
情
の
な
い
躍
り
右
規
範
に
累
ら
し
て

決
す
べ
き
で
あ
る
。
ま
た
三
好
連
裁
判
官
は
、
裁
判
所
と
し
て
審
理
判
断
で
き
な
い
事
項
に
つ
い
て
は
、
当
該
陸
体
が
臨
律
的
に
確
認

決
定
し
た
と
こ
ろ
に
従
う
の
が
自
律
機
を
尊
重
す
る
所
以
で
、
そ
の
よ
で
そ
の
余
の
争
点
に
つ
き
審
理
判
断
し
て
争
訟
に
つ
き
裁
判
す
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る
の
が
裁
判
所
の
戦
費
で
あ
る
と
し
、
い
ず
れ
も
多
数
意
見
に
反
対
し
た
。

4 

宗
教
上
の
事
項
が
具
体
的
な
権
特
義
務
な
い
し
法
律
関
係
に
関
す
る
紛
争
の
前
提
縄
問
題
と
な
っ
て
い
る
場
合
に
つ
い
て
は
、
∞

最近の望書教判例の動向と実務警護喜重{矢吹)

自
律
権
尊
重
の
立
場
か
ら
公
序
良
俗
に
反
寸
る
な
ど
特
mm
の
事
情
が
な
い
限
り
自
律
的
規
範
に
よ
る
決
定
を
尊
議
す
べ
き
で
あ
る
と
す

る
考
え
方
と
、
出
裁
判
所
は
宗
教
上
の
事
項
に
か
か
る
紛
議
に
つ
い
て
は
厳
に
ゆ
立
を
保
つ
べ
き
で
、
こ
れ
に
対
す
る
宗
教
関
体
の
自

律
的
な
決
定
を
是
認
す
る
こ
と
は
、
裁
判
所
が
宗
教
上
の
紛
識
に
介
入
し
そ
の
一
方
に
立
つ
こ
と
に
な
り
相
当
で
な
い
と
す
る
考
え
方

〈

7)

で
あ
る
。
前
記
最
判
俗
、
噂
の
荻
対
意
見
、
東
京
高
判
@
及
び
冬
一
審
の
判
首
は
前
説
に
よ
る
も
の
で
あ
り
、
団
体
法
理
の
一
般
原
剥

に
立
っ
と
‘
と
も
に
憲
法
王
二
条
の
鵠
畏
の
裁
判
を
受
け
る
権
科
を
う
け
て
裁
判
所
の
礎
資
を
全
う
し
よ
う
と
す
る
意
図
が
う
か
が
え
る
。

後
説
は
、
最
判
の
多
数
意
見
、
右
東
京
高
判
曾
を
除
く
各
議
判
の
考
え
方
で
、
最
判
砂
が
引
用
す
る
最
判
昭
M
W

・
4
・
7
粉
時
一

0
0

〈

g)

一
!
九
〈
板
ま
ん
だ
ら
事
件
)
そ
の
他
こ
れ
に
挺
す
る
一
連
の
最
判
を
引
き
つ
ぎ
、
憲
法
一
一

O
条
、
八
九
条
の
信
教
の
自
由
、
政
教
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分
離
原
則
を
賞
く
も
の
で
あ
る
が
、
実
務
に
対
す
る
彰
響
は
大
き
い
。

5 

そ
の
他
、
最
判
平
5
・
9
・
7
犠
(
二
審
東
京
高
特
略
的

-
H
-
n母
)
は
、
前
記
2
に
逮
ベ
た
代
表
役
員
・
管
臣
民
地
位
不
存

証
確
認
訴
訟
の
上
告
審
で
、
血
組
成
格
承
の
有
無
の
判
断
は
教
義
、
橋
仰
の
内
容
に
立
ち
入
っ
た
審
理
判
断
を
避
け
る
こ
と
が
で
ず
、
法

律
上
の
争
訟
性
を
欠
き
不
護
法
と
し
た
が
、
大
野
正
男
裁
判
官
は
、
反
対
意
見
に
お
い
て
、
法
主
選
定
の
関
接
事
実
や
宗
派
内
の
由
民
律

的
決
定
の
務
杏
を
主
張
立
証
さ
せ
る
こ
と
に
よ
り
判
断
で
き
る
と
し
た
(
前
記
大
震
地
判
⑤
も
間
皆
〉
。
最
判
平
4
・
1
・
ぉ
@
は
、

建
戒
処
分
の
無
効
獲
認
請
求
を
不
適
法
と
す
る
も
の
で
あ
る
。

「
信
教
の
自
由
」
と
民
法
等

議
教
活
動
と
離
婚
療
器

こ
れ
に
関
す
る
も
の
は
、
大
分
地
判
昭
む
・

1
・
怨
議
〈
認
容
て
名
吉
窟
地
裁
豊
橋
支
判
詔
位
・

3
・
U
命
(
棄
却
〉
、
東
京
高
判

平
2
・
4
・
部
品
切
〈
認
容
)
、
大
阪
地
判
明
平
2
・
5
・
H
8
〈
棄
却
)
が
あ
る
。
福
間
地
判
平
s
e
m
w
・
7
窃
は
、
統
一
教
会
の
合
同

-282-

結
婚
式
に
参
加
し
、
教
会
の
指
示
で
婚
姻
停
績
を
し
た
女
強
か
ら
の
婚
姻
無
効
確
認
訴
訟
〈
認
容
)

2 

議
教
上
の
繋
条
と
体
資
実
技
の
不
参
加
、
罷
療
行
為
の
距
答

神
…
戸
地
決
平
4
・
6
・
陪
⑮
、
大
阪
高
決
平
4
・
羽
'
日
曾
は
、
市
立
高
等
専
門
学
校
に
お
い
て
、
宗
教
上
の
教
義
に
義
づ
い
て
剣

選
の
実
技
に
参
加
し
な
か
っ
た
こ
と
か
ら
体
育
の
単
位
が
翠
定
さ
れ
ず
、
こ
れ
に
よ
る
進
級
拒
務
処
分
及
び
退
学
処
分
を
適
法
と
し
た
。

大
分
地
判
略
的
・

u
・
2
⑬
は
、
輸
血
桓
否
は
、
真
し
な
宗
教
上
の
鑓
念
に
築
く
と
し
て
、
両
親
か
ら
の
医
療
持
為
の
断
行
位
以
処
分

市
議
を
却
下
し
た
事
例

3 

宗
教
上
の
人
格
権
階
波
書

大
阪
地
判
平
5
-
2
・
ぉ
母
、
福
岡
地
判
平
5
・
3
・明
ω
品
邸
、
名
吉
犀
地
判
平
5
・
3
・
mm
秒
、
東
京
地
利
平
5
・
5
・
幻
鯵
は
、



宗
教
法
人
と
そ
の
代
表
者
を
中
犠
す
る
雑
蕗
記
事
に
よ
り
宗
教
上
の
人
格
権
が
罷
饗
さ
れ
た
こ
と
を
理
由
と
す
る
信
者
か
ら
の
損
害
賠

憤
請
求
が
棄
却
さ
れ
た
事
病
気
拳
揺
の
科
学
い
会
員
に
よ
る
副
総
籍
料
請
求
事
件
)

大
阪
地
判
平

2
・
9
・
7
0は
、
オ
ウ
ム
真
理
教
の
道
場
に
出
家
し
た
奏
が
持
伴
し
た
子
を
夫
か
ら
人
身
保
護
法
に
碁
き
引
護
請
求

を
し
た
事
例
会
田
オ
九
か
月
の
子
は
棄
却
、
そ
れ
以
下
の
予
は
龍
谷
)

横
浜
地
判
平

5
・
6
・
ぉ
ゅ
は
、
オ
ウ
ム
真
理
教
の
農
開
予
定
地
を
撮
彫
し
た
カ
メ
ラ
及
び
フ
ィ
ル
ム
を
信
者
が
奪
取
し
た
行
為
に

っ
き
、
民
法
七

五
条

よ
り
右

万"

教
法
人

使
照
者
責
任
を
認
め
た
事
鰐

現
代
の
新
宗
教
集
簡
は
、
市
民
的
共
詞
生
活
へ
の
参
加
を
植
奇
し
、

{き〉

る
が
、
こ
れ
が
訴
訟
に
も
反
映
し
て
い
る
も
の
と
い
え
よ
う
。

一
般
社
会
か
ら
隣
離
し
て
内
開
化
す
る
特
徴
を
も
っ
と
い
わ
れ

4 

祭
詑
財
産
の
象
継
等

判
例
一
覧
表
参
照

-283-

第

宗
教
法
人
連
営
上
の
実
務
問
題

最近の空襲教判事毒の動向と実務問題{矢吹}

相
互
規
定
と
議
教
事
項

1 

宗
教
法
人
法
一

一
条
一
項
一
一
一
号
は
、
間
条
五
号
か
ら
一
一
号
ま
で
に
掲
げ
る
事
項
に
つ
い
て
、
他
の
宗
教
団
体
を
制
約
し
又

は
他
の
宗
教
関
体
に
よ
っ
て
制
約
さ
れ
る
事
項
を
定
め
た
場
合
に
は
、
相
立
の
宗
教
間
体
に
お
い
て
そ
の
事
項
を
法
人
規
賠
に
記
載
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
し
て
い
る
。
こ
れ
が
相
互
鏡
窓
で
、
宗
教
法
人
が
儒
教
鹿
自
の
原
則
か
ら
互
い
に
自
主
独
立
し
、
み
だ
り
に
他

〈鈴〉

の
宗
教
法
人
安
制
制
約
し
、
又
は
こ
れ
に
よ
っ
て
制
約
さ
れ
る
べ
き
で
な
い
と
の
趣
皆
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
相
互
規
定
は
、

お
の
よ
う
な
宗
教
法
人
の
組
職
、
連
営
に
関
す
る
事
項
に
嬢
ら
れ
、
宗
教
上
の
事
項
に
は
適
用
怒
れ
な
い
。
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大
巌
高
判
平
成
一
冗
・

7
・
M
@は
、
真
家
大
谷
派
の
刻
院
規
制
闘
に
は
、
代
表
役
員
は
宗
派
の
管
長
が
笹
命
、
ず
る
当
該
寺
慌
の
住
職
を

も
っ
て
充
て
る
旨
を
定
め
、
宗
憲
に
も
別
践
の
住
職
は
管
慨
深
が
懇
命
す
る
と
定
め
て
い
た
が
、
そ
の
後
管
長
制
が
廃
止
さ
れ
、
宗
愈
に

基
づ
く
特
別
措
置
条
例
で
、
別
撲
の
住
職
は
特
命
住
職
と
称
し
、
所
定
の
手
議
会
経
て
京
務
総
長
が
使
命
し
、
特
命
住
職
の
就
桂
が
決

定
し
た
と
き
は
、
現
に
就
任
し
て
い
る
代
表
設
周
た
る
住
識
は
解
任
さ
れ
た
も
の
と
す
る
と
定
め
ら
れ
た
。
そ
こ
で
解
任
さ
れ
た
前
住

職
か
ら
、
智
長
制
の
廃
止
や
右
条
例
は
製
院
規
制
別
に
こ
れ
に
対
蕗
す
る
棺
互
競
走
を
欠
く
か
ら
別
践
を
持
東
せ
ず
、
新
住
職
の
詑
表
役

員
就
任
登
記
及
び
前
住
職
の
代
表
役
員
解
任
畳
間
仙
の
各
登
記
処
分
に
商
業
登
記
法
一

O
九
条
一
一
環
二
号
の
無
効
の
原
理
が
あ
る
と
主
一
頭

し
て
そ
の
取
消
を
求
め
た
事
案
で
あ
る
。
裁
判
所
は
本
件
各
穀
記
処
分
に
は
主
張
の
よ
う
な
無
効
の
原
躍
は
な
い
と
し
て
請
求
を
棄
却

し
た
が
、
各
規
定
の
相
立
関
係
に
つ
き
、
大
要
次
ぎ
の
よ
う
に
判
示
し
た
。

都
院
規
則
は
、
住
職
と
い
う
宗
教
上
の
地
位
に
あ
る
者
を
も
っ
て
、
法
律
上
の
地
位
で
あ
る
代
表
役
員
に
充
て
る
と
い
う
充
当
鱗
そ
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定
め
た
も
の
で
あ
る
が
、
包
括
法
人
で
あ
る
真
宗
大
谷
派
の
宗
憲
設
び
こ
れ
に
基
づ
く
条
憐
等
の
競
鍍
は
、
宗
教
法
人
法
所
定
の
所
轄

庁
の
諺
鉦
の
な
い
も
の
で
あ
る
以
上
、
こ
れ
に
よ
っ
て
在
命
で
き
る
の
は
部
院
の
住
職
と
い
う
ん
一
布
教
上
の
地
伎
で
あ
っ
て
、
代
表
役
員

と
い
う
法
律
上
の
地
位
で
は
な
い
。
包
話
法
人
で
あ
る
真
宗
大
谷
派
が
被
包
話
法
人
で
あ
る
制
約
院
の
代
表
役
員
を
真
接
任
命
す
る
皆
規

定
し
で
も
、
別
院
に
対
し
何
ら
の
拘
束
力
会
持
つ
も
の
で
は
な
い
。
反
磁
、
宗
教
上
の
事
項
に
隠
し
て
は
、
い
か
な
る
制
約
事
項
を
設

定
す
る
か
は
法
の
関
知
す
る
と
こ
ろ
で
は
な
い
。

真
宗
大
谷
派
は
、
宗
教
上
の
地
位
で
あ
る
別
院
の
住
職
を
桟
命
す
る
こ
と
に
よ
り
、
法
律
上
の
地
位
で
あ
る
代
表
役
員
を
任
命
し
た

結
果
を
揺
集
す
る
け
れ
ど
も
、
ぞ
れ
は
別
韓
に
お
い
て
自
主
的
・
自
稼
的
に
右
の
よ
う
な
規
則
を
制
定
し
た
こ
と
に
細
胞
臨
す
る
の
で
あ
っ

て
、
射
能
の
独
立
し
た
宗
教
法
人
と
し
て
の
自
主
制
・
自
律
性
に
も
と
る
も
の
で
は
な
い
。
別
践
が
包
括
法
人
で
あ
る
真
宗
大
谷
誌
の

か
か
る
宗
教
上
の
制
約
会
排
除
し
た
け
れ
ば
、
右
規
制
な
い
し
被
包
括
関
係
を
廃
止
す
る
ほ
か
は
な
い
。



要
す
る
に
、
別
段
規
尉
上
、
代
表
役
員
に
充
て
ら
れ
る
住
職
が
、
宗
憲
の
改
正
に
よ
り
宗
派
の
管
長
の
経
命
か
ら
宗
務
総
長
の
住
命

に
変
一
史
さ
れ
て
も
、
宗
教
上
の
地
位
で
あ
る
住
職
の
選
任
に
か
か
わ
る
こ
と
で
、
宗
憲
の
規
範
は
別
撲
を
拘
束
し
、
こ
れ
に
つ
い
て
相

互
競
走
を
要
し
な
い
と
す
る
も
の
で
あ
る
。

ら 2
れ〈
るg忽
。括
ゅ虫

採義
は思
考た
説乏

万之

僧派

部室
ミ浄 万立

を教
構よ
成の
員事
と項
すに
る関
仁王
ヨ子 、t

語被
体告
で括
、 団

そ体
のた
帯る
立寺
g 院
的f'
を規
遂律
行て?

し 2
豆葉
商 iそ
体主主

警察
会面
維律
持権
すに
る求
ため

め
、
歴
史
的
訟
統
、
慣
習
に
も
と
づ
き
、
宗
教
上
の
組
蟻
や
教
義
、
儀
式
行
事
、
僧
侶
a

纏
鐙
徒
の
規
律
等
に
関
す
る
事
項
に
つ
い
て

自
治
規
範
を
定
め
、
そ
の
構
成
員
を
統
制
し
て
い
る
も
の
で
あ
る
。
寺
院
が
宗
派
に
所
属
し
そ
の
構
成
員
と
な
る
こ
と
は
、
億
教
の
自

自
の
原
則
か
ら
自
由
で
あ
る
が
、

一
た
び
そ
の
よ
う
な
関
係
を
捻
ず
る
と
議
派
の
自
治
規
範
に
服
す
る
こ
と
に
な
る
。
多
く
の
寺
院
は
、

そ
の
由
緒
治
革
上
一
定
の
宗
派
に
所
屠
し
て
い
る
。
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般波の家数字Ijf発の動向とき義務荷量豊(矢吹〉

議
議
と
寺
続
と
の
期
間
係
は
、
本
来
的
に
は
こ
の
よ
う
な
関
係
に
あ
る
が
、
こ
れ
が
法
人
絡
を
取
得
す
る
こ
と
に
な
る
と
、
法
人
の
組

〈

M
M
q

織
、
選
営
上
の
額
約
に
つ
い
て
は
、
宗
教
法
人
法
は
相
互
規
定
を
お
く
べ
き
も
の
と
し
た
。

3 

金
臓
は
、
宗
教
活
動
を
主
察
す
る
宗
教
上
の
地
俄
で
あ
り
、
宗
教
詩
人
を
代
表
し
、
そ
の
事
務
を
総
理
す
る
代
表
投
員
は
世
俗
上

の
地
位
明
、
あ
る
(
宗
教
訣
人
法
一
八
条
コ
一
環
〉
。
宗
教
関
体
法
で
は
「
住
戦
ハ
寺
院
ヲ
主
管
シ
之
ヲ
代
表
ス
い
と
定
め
(
向
法
七
条
…

項
て
こ
の
両
者
の
地
位
が

致
し
て
い
た
が
、
宗
教
法
人
法
は
、
政
教
分
離
原
則
の
上
か
ら
こ
の
二
つ
の
地
怯
会
分
離
し
た
。

(ロ)

し
か
し
、
寺
続
運
営
の
実
務
に
お
い
て
は
、
ほ
と
ん
ど
の
寺
院
競
剤
が
「
代
表
役
員
は
住
臓
を
も
っ
て
充
て
る
」
と
定
め
、
宗
教

間
体
法
当
時
と
同
じ
く
宗
教
上
の
地
位
と
世
俗
上
の
地
泣
の
一
致
を
は
か
つ
て
い
る
。
他
方
、
京
識
の
管
長
は
住
職
の
続
命
権
を
も
ち
、

〈

H
H
)

ま
た
宗
抵
の
懲
戒
処
分
に
よ
る
住
職
資
格
の
剥
奪
や
大
阪
高
判
愈
の
事
案
の
よ
う
に
住
職
能
命
規
定
の
改
廃
に
よ
り
、
住
職
ひ
い
て

は
代
表
役
員
の
解
授
の
結
巣
を
揺
来
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
は
い
ず
れ
も
相
互
聾
{
況
を
必
要
と
し
な
い
宗
派
の
自
治
規
範
に
よ
る
も
の
で
、
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宗
派
の
自
樟
績
が
法
人
の
組
蕪
ょ
の
地
位
を
左
右
し
て
い
る
と
い
え
よ
う
。

4 

ま
た
、
寺
院
規
則
に
は
、
「
宗
派
の
難
関
中
こ
の
法
人
に
関
係
あ
る
事
墳
に
関
す
る
競
織
は
、
こ
の
法
人
に
つ
い
て
も
、
そ
の
効

力
を
有
す
る
い
と
定
め
一
般
的
、
掠
象
的
規
定
を
お
い
て
い
る
。
こ
れ
に
つ
き
、
名
古
屋
地
判
平
成
5
・1・

8
曾
は
、
祭
教
法
人
法

一
一
一
条
一
項

一
一
号
の
相
互
規
定
は
具
体
的
な
も
の
で
あ
る
こ
と
を
要
し
、

一
般
白
紙
接
接
条
項
は
こ
れ
に
務
当
し
な
い
と
解
す
べ
き

で
あ
る
。

一
般
色
紙
護
保
条
壊
も
棺
互
規
定
に
綾
渇
す
る
と
す
れ
ば
位
指
家
教
団
体
が
一
方
的
に
行
う
彊
尉
の
変
質
に
よ
っ
て
、
被
告

話
宗
教
法
人
の
規
則
の
内
容
が
こ
れ
に
し
た
が
っ
て
変
動
す
る
こ
と
に
な
り
、
被
包
話
宗
教
法
人
の
窓
思
決
定
の
自
由
を
窓
実
上
奪
い
、

ひ
い
て
は
被
飽
括
諜
教
法
人
の
信
教
の
自
由
を
奪
う
結
果
に
一
な
る
か
ら
と
す
る
。
こ
の
考
え
方
に
立
っ
と
、
お
規
定
は
、
相
互
議
定
と

し
て
の
効
力
を
有
せ
ず
、
住
職
や
櫨
檀
徒
の
資
携
に
測
す
る
規
定
等
宗
派
の
定
め
る
宗
教
ょ
の
事
項
に
興
す
る
規
定
の
遮
践
を
確
認
す

(
日
)

る
意
味
宝
有
す
る
に
過
き
な
い
こ
と
に
な
る
。
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な
お
、
宗
樹
、
第
懲
等
の
最
高
法
規
性
と
い
う
こ
と
が
い
わ
れ
る
が
、
こ
れ
は
宗
誕
の
自
律
権
の
行
使
と
し
て
宗
教
上
の
事
項
に
関

し
諜
派
の
翠
定
上
最
高
法
難
と
な
る
意
味
で
、
認
証
を
、
つ
け
た
法
人
規
制
別
と
抵
触
す
る
と
き
は
、
法
人
規
則
が
優
先
す
る
。
し
た
が
っ

て
、
宗
憲
の
権
威
を
保
持
す
る
上
か
ら
も
、
法
人
禁
制
闘
と
抵
触
が
な
い
よ
う
に
繋
織
す
べ
き
で
あ
る
。

投
員
の
解
径
と
民
法
六
五
一
条

i 

議
教
法
人
法
二
一
条

議
五
慨
す
に
は
、
代
表
役
員
、
費
在
役
員
等
の
転
免
に
関
す
る
事
項
令
法
人
鏡
聞
に
記
載
す
べ
き
も
の
と
す

る
が
、
寺
院
規
則
に
「
免
」
に
関
す
る
規
定
が
な
い
場
合
、
役
員
の
解
住
に
つ
い
て
民
法
六
五
一
条
が
滴
期
さ
れ
る
か
。
ま
た
代
表
役

闘
に
充
て
ら
れ
る
性
職
を
解
任
で
き
る
か
等
の
関
繕
が
あ
る
。

棄
経
役
員
に
つ
い
て
、
名
者
間
波
地
判
平
5
・
1
・
8
ゅ
は
、
寺
院
と
費
任
役
員
と
の
法
律
興
係
は
饗
誌
な
い
し
準
委
任
の
性
質
を
有

す
る
も
の
で
あ
る
が
、
任
期
の
定
め
が
あ
り
、
そ
の
職
務
も
髄
常
的
な
も
の
で
あ
る
こ
と
に
照
ら
せ
ば
、
専
ら
委
笹
者
の
利
益
の
た
め



に
さ
れ
る
一
時
的
な
事
務
を
想
定
し
て
規
定
さ
れ
た
畏
法
六
五
一
条
一
項
が
右
法
律
関
係
に
当
然
に
適
用
さ
れ
る
と
の
見
解
は
援
用
で

き
な
い
。
被
起
括
宗
教
法
人
の
規
制
制
中
に
資
径
役
員
の
解
任
に
欄
測
す
る
明
文
を
欠
く
場
合
、
問
事
項
に
つ
き
、
当
該
規
剤
中
に
類
推
適

用
な
い
し
準
用
し
う
る
規
定
が
あ
る
と
き
、
ま
た
は
慣
習
が
あ
る
と
き
〈
法
例
ご
条
、
民
法
九
二
条
〉
は
、
そ
れ
に
よ
る
べ
き
で
あ
り
、

そ
の
よ
う
な
規
定
ま
た
は
犠
習
す
ら
な
い
と
す
れ
ば
畏
法
六
五
一
条
が
通
用
さ
れ
る
と
解
す
る
を
相
当
と
す
る
。

一
般
に
選
任
権
と
解
住
権
は
表
裏
一
体
の
関
係
に
あ
る
こ
と
か
ら
、
寺
院
窺
削
問
中
に
責
使
役
員
の
選
任
の
規
定
が
あ
る
場
合
に
は
、

ま
ず
こ
れ
を
類
推
適
用
す
べ
き
で
あ
る
と
し
、
責
任
役
員
の
選
任
に
つ
き
宗
派
の
代
表
役
員
の
承
認
を
受
け
る
旨
の
寺
院
規
射
の
規
定

を
類
推
適
用
し
、
実
任
役
員
の
解
任
に
つ
い
て
も
宗
派
の
代
表
役
員
の
承
龍
一
安
受
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
解
す
べ
き
で
、
こ
れ
を
欠

く
本
件
解
経
は
、
手
続
の
重
要
な
点
に
選
背
が
あ
り
無
効
で
あ
る
と
判
示
し
た
。

責
任
役
員
の
解
任
に
つ
い
て
は
、
民
法
六
五
一
条
が
適
用
さ
れ
る
と
し
た
京
都
地
判
賂
幻
・

4
・
幻
下
級
民
集
一
一
一
一
!
四
i
九
一

O
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が
あ
る
が
、
名
古
盛
治
判
曾
は
こ
れ
に
つ
い
て
、
選
径
の
場
合
の
手
続
と
同
様
に
、
さ
ら
に
宗
派
の
代
表
役
員
の
承
認
を
要
す
る
と
し

た
も
の
で
あ
る
。

最近の宗教特例の動向と実務問題{矢吹)

2 

こ
れ
に
対
し
、
寺
院
の
代
表
役
員
は
、
寺
院
規
制
関
上
、
住
職
安
も
っ
て
充
て
る
と
・
定
め
て
い
る
の
で
、
代
表
役
銭
の
解
在
に
つ
い

て
は
、
そ
の
溺
提
問
題
と
し
て
住
職
の
解
任
の
可
否
が
論
じ
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
住
職
の
解
在
に
つ
い
て
は
、

つ
の
判
例
が

あ
る
。(1) 

大
甑
高
判
昭
剖
・

4
・
8
(
判
時
間
関
五
一
一
i
一
一
四
)
住
職
が
寺
院
に
お
い
て
宗
教
上
の
行
為
を
す
る
に
つ
い
て
は
、
当
競
寺
院

と
わ
簡
に
準
委
娃
類
似
の
法
律
関
係
が
存
し
、
こ
の
こ
と
は
住
職
の
経
免
権
者
が
程
括
罰
体
た
る
宗
採
の
管
長
で
あ
る
こ
と
に
よ
っ
て

左
右
さ
れ
な
い
。
こ
の
よ
う
に
性
職
任
命
の
法
的
性
質
は
民
法
の
準
黍
径
の
関
係
で
あ
る
と
解
す
べ
き
で
あ
る
か
ら
、
宗
制
に
規
定
が

な
く
て
も
、
管
長
の
一
方
的
意
思
表
示
た
る
告
知
に
よ
り
、
住
職
の
龍
免
が
有
効
に
行
わ
れ
る
よ
う
な
観
も
な
い
で
は
な
い
が
、

M
W
住
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職
の
退
職
願
に
法
紫
、
総
代
の
護
箸
を
必
要
と
す
る
ほ
か
、
管
長
の
受
理
を
必
要
と
す
る
こ
と
と
均
衡
を
失
す
る
こ
と
、
伸
長
職
の
事

務
処
理
は
寺
院
な
い
し
管
長
の
利
益
で
あ
る
と
と
も
に
、
受
任
者
た
る
住
職
の
利
益
で
あ
る
こ
友
、
と
く
に
本
件
の
如
く
住
職
の
地
位

が
代
表
役
良
た
る
地
位
に
連
な
る
と
と
も
に
、
住
職
の
事
務
処
理
が
有
壌
で
あ
り
、
慣
調
上
寺
院
建
物
内
の
居
住
使
用
が
髭
め
ら
れ
、

か
つ
住
職
の
地
位
が
世
襲
的
な
も
の
で
あ
る
場
合
に
お
い
て
は
、
宗
制
、
宗
派
規
則
、
寺
際
規
制
問
に
特
別
の
規
定
が
な
い
以
上
、
委
任

者
の
告
知
機
の
放
棄
は
適
法
で
あ
る
し
、
ま
た
慣
習
上
告
知
機
の
放
棄
が
あ
っ
た
も
の
と
認
め
る
の
が
栢
当
で
あ
っ
て
、
民
法
六
五
一

条
の
適
用
が
な
い
も
の
と
解
す
べ
き
で
あ
る
。

能
っ
て
住
職
の
罷
免
は
、
宗
制
、
競
劉
に
も
と
づ
き
態
戒
な
い
し
は
制
裁
処
分
と
し
て
適
法
に
な
さ
る
場
合
は
格
制
約
、
そ
う
で
な
い

限
り
管
長
と
住
職
と
の
合
意
に
よ
る
も
の
で
な
い
販
り
効
力
を
生
じ
な
い
と
し
た
。

ω
京
都
地
斡
昭
臼
・

5
・
ぉ
@

清
水
寺
の
住
職
た
る
地
位
は
、
そ
の
代
表
役
員
た
る
地
位
と
異
な
っ
て
、
世
俗
上
の
地
位
で
は
な
く
宗
教
ょ
の
地
位
で
あ
り
、
そ
の

-288-

選
告
及
び
解
俊
行
為
は
宗
教
上
の
信
頼
関
係
に
基
づ
く
宗
教
上
の
地
程
、
権
能
の
付
与
な
い
し
剥
奪
で
あ
る
か
ら
、
こ
れ
を
世
俗
上
の

法
律
梼
係
た
る
無
噴
黍
怪
と
み
る
こ
と
は
で
き
な
い
し
、
宗
教
行
為
と
し
て
ま
さ
に
当
該
寒
教
団
体
の
自
治
に
ま
か
さ
れ
た
事
項
と
解

さ
れ
る
。
し
た
が
っ
て
、
清
水
寺
の
住
識
を
民
法
六
五
一
条
に
よ
っ
て
解
任
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

ま
た
、
住
職
の
桂
命
権
者
は
そ
の
解
任
権
裂
を
も
有
す
る
と
解
す
る
余
地
が
あ
る
と
し
て
も
、
規
制
同
上
、
清
水
寺
住
職
と
そ
の
伝
命

権
者
で
あ
る
北
法
相
捺
管
長
と
は
同
一
人
格
者
で
あ
っ
て
、
任
命
権
者
の
一
方
的
意
思
表
示
に
よ
っ
て
解
任
さ
れ
る
と
は
予
想
さ
れ
て

い
な
い
し
、
住
職
解
荘
の
嶺
行
も
認
め
ら
れ
な
い
。

も
っ
と
も
、
住
職
に
犯
罪
等
の
議
惜
し
い
非
行
が
あ
り
、
そ
の
避
妊
の
基
盤
に
あ
っ
た
宗
教
上
の
彊
頼
関
係
が
既
に
失
わ
れ
る
に
車
つ

て
い
る
と
認
め
ら
れ
る
に
か
か
わ
ら
ず
、
当
該
住
識
が
辞
校
も
せ
ず
に
住
職
と
し
て
援
す
わ
り
続
け
る
と
い
っ
た
事
態
に
ま
で
至
っ
た



場
合
に
は
、
条
理
上
清
水
寺
及
び
包
括
部
体
で
あ
る
北
法
相
奈
の
嫌
成
員
の
総
意
に
よ
っ
て
当
該
食
職
を
解
任
す
る
こ
と
が
で
き
る
と

戦i
(3) 示

し
た。こ

れ
を
要
す
る
に
、
住
職
の
地
設
は
宗
教
上
の
一
信
頼
関
係
の
上
に
立
つ
も
の
で
あ
る
か
ら
、
民
法
六
五
一
条
の
逮
用
は
な
く
、

当
議
議
教
師
体
の
・
自
治
に
ま
か
さ
れ
、
宗
派
の
懲
戒
規
定
等
に
よ
り
住
職
の
地
位
を
失
う
か
、
そ
の
規
定
が
な
い
場
合
で
も
、
犯
罪
行

為
等
の
著
し
い
非
行
が
あ
っ
て
、
住
職
選
経
の
基
盤
と
な
っ
た
信
頼
関
係
が
失
わ
れ
る
に
至
っ
た
場
合
に
は
、
任
命
権
者
に
お
い
て
解

{
日
山
)

任
で
き
る
か
、
こ
れ
令
期
待
で
き
な
い
事
情
が
あ
る
と
き
は
条
理
に
よ
っ
て
解
授
で
き
る
こ
と
に
な
る
。
住
職
の
解
任
に
よ
り
、
当

然
代
表
役
員
も
退
任
す
る
結
果
と
な
る
。

(げ〉

東
京
高
将
昭
詑
・

7
・
mw場
は
後
任
住
職
選
定
に
関
す
る
私
的
契
約
・
を
無
効
と
す
る
も
の
、
東
京
地
判
昭
剖
・

8
・
1
砂
は
住

3 戦
還
を
に
関
す
る
条
瑳
の
適
用
事
憐
、
こ
れ
に
つ
い
て
は
、
静
岡
地
裁
詔
津
支
判
昭
必
・

7
・
3
判
タ
一
一
一
一
六
l
一
六
八
本
門
寺
事
件

-289-

が
参
考
と
な
る
。

{
叩
同
)

慨
究
表
投
員
の
選
任
と
民
法
五
七
条

最近の宗教判例の動向と察署警問緩{矢吹)

i 

宗
教
法
人
法
一
一
一
条
一
環
は
、
代
表
役
員
は
宗
教
法
人
と
利
益
が
相
皮
す
る
事
項
に
つ
い
て
は
代
表
権
を
有
せ
ず
、
相
続
則
の
定
め

る
と
こ
ろ
に
よ
り
仮
代
表
役
員
を
定
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
窓
め
て
い
る
が
、
議
制
測
に
定
め
る
方
法
に
よ
っ
て
長
代
表
役
員
を
選
定

す
る
こ
と
が
で
き
な
い
か
、
又
は
事
実
上
こ
れ
を
期
待
し
え
な
い
よ
う
な
場
合
に
は
、
民
法
五
七
条
(
五
六
条
)
に
よ
り
特
制
約
代
理
人

の
選
任
b
a
裁
鋭
利
所
に
請
求
し
う
る
か
に
つ
い
て
、
高
松
高
判
問
問
臼
・

4
・明
ω
ぬ
り
が
あ
る
。

原
審
の
稼
島
地
特
昭
関

-
u
-
U舎
は
、
宗
教
法
人
法
一
二
条
は
、
民
法
五
七
条
の
特
脚
と
解
さ
れ
る
か
ら
、
布
の
よ
う
な
場

噌

aaゐ

合
に
は
、
開
問
条
に
基
づ
き
特
副
代
理
人
を
選
任
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
し
た
。

。，“

こ
れ
に
対
し
、
本
判
決
は
、
民
法
の
法
人
に
関
す
る
規
定
と
宗
教
法
人
法
を
一
般
法
、
特
開
法
の
関
係
と
理
解
す
る
の
は
相
当
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マ
な
く
、
宗
教
法
人
法
一

条
一
一
項
は
、
当
該
議
教
法
人
の
自
主
性
を
尊
重
す
る
趣
旨
か
ら
民
法
五
七
条
〈
五
六
条
〉
と
異
な
る
還
付
住

方
法
を
定
め
た
も
の
で
あ
る
。

湖
去
に
遡
っ
て
み
て
も
、
民
法
制
定
時
に
お
い
て
は
「
民
法
中
法
人
ニ
閤
ス
ル
規
定
ハ
当
分
ノ
内
神
社
、
寺
院
、
繰
字
及
ピ
仏
堂
一
…

ハ
之
ヲ
適
用
セ

〈
民
法
施
行
法
ニ
八
条
)
と
定
め
、
宗
教
団
体
法
(
昭
和
一
四
年
法
律
第
七
七
号
)
に
お
い
て
も
、
民
法
五
七
条

を
準
用
す
る
が
、
特
別
花
理
人
の
選
在
方
法
は
当
該
諜
教
団
体
の
競
則
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
る
こ
と
と
競
走
さ
れ
〈
問
法
一
五
条
設

書
)
、
宗
教
法
人
令
〈
昭
和
二

G
年
勅
令
第
七
一
九
号
)
も
国
内
様
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
宗
教
法
人
の
仮
代
表
投
員
の
選
任
に
つ
い
て
は
、
各
宗
教
法
人
の
自
主
牲
を
尊
議
し
、
国
家
機
聞
の
関
与
が
抑
製
さ
れ

て
き
た
趣
旨
安
考
え
れ
ば
、
民
法
五
七
条
〈
五
六
条
)
の
規
定
を
適
用
な
い
し
準
用
し
て
裁
判
所
に
よ
る
選
任
を
求
め
る
こ
と
が
で
き

る
と
解
す
る
の
は
適
当
で
な
く
、
者
規
定
の
趣
旨
を
品
川
獲
し
な
が
ら
、
当
数
宗
教
盟
体
内
部
に
お
け
る
嶺
習
な
ど
に
よ
り
自
主
的
な
解

290 

決
を
図
る
べ
き
で
あ
る
と
判
示
し
た
。

2 

本
件
は
、

X
神
社
(
原
告
、
被
控
罫
入
)
か
ら
Y

〈
被
告
、
埜
訴
人
〉
に
対
し
、

X
の
代
表
投
民
A
が
Y
の
祖
父
が
X
か
ら
買
受

け
た
土
地
に
つ
い
て
授
記
も
れ
が
あ
っ
た
と
の
Y
の
申
入
れ
を
認
め
て
し
た
所
有
権
移
転
登
記
の
抹
消
登
記
手
続
講
求
訴
訟
で
、
原
審

は
讃
求
を
認
容
し
た
が
、
一
一
饗
は
務
館
理
由
か
ら
特
別
例
代
理
人
に
よ
る
鶏
求
そ
不
護
法
と
し
て
訴
合
却
下
し
た
。

X
が
裁
判
所
に
特
製
代
理
人
の
選
任
の
申
立
を
す
る
に
つ
い
て
は
、
本
件
所
有
権
移
転
登
記
は
A
が
Y
と
共
謀
し
て
し
た
も
の
で
あ

り
、
叡
り
に
そ
う
で
な
い
と
し
て
も
、

Y
に
対
し
毅
判
手
殺
を
通
じ
責
任
を
遮
求
す
る
こ
と
は
、

A
が
X
の
財
産
管
理
に
つ
い
て
の
注

載
を
患
っ
た
こ
と
を
公
に
す
る
こ
と
に
な
り
、
ム
サ
後
こ
れ
を
不
法
行
為
又
は
債
務
不
壊
一
行
と
し
て
法
的
責
笹
を
追
求
さ
れ
る
お
そ
れ
が

あ
る
の
で
、
科
援
が
相
反
す
る
と
主
犠
し
、
議
判
所
は
こ
の
溺
・
立
を
認
め
て
特
別
代
理
人
を
選
紅
比
し
た
毅
避
で
あ
る
。

宗
教
法
人
法
二
一
条

墳
の
利
益
相
反
事
項
と
は
、
自
己
契
約
を
典
課
的
な
場
合
と
す
る
が
、
代
表
投
員
の
偶
人
的
剥
益
と
宗
教
法



人
の
利
益
が
笑
鷲
的
に
衝
突
し
、
北
表
投
員
の
普
管
(
忠
実
)
義
務
の
履
行
を
痛
待
し
緩
い
よ
う
な
事
項
も
含
ま
れ
る
と
さ
れ
る
α

本
件
に
お
い
て
、

A
が
Y
か
ら
の
申
入
れ
に
応
じ
て
所
有
権
移
転
登
記
手
続
を
し
た
に
つ
い
て
は
、

Y
を
除
く
責
任
役
員
会
員
で
相

あ
の
調
査
を
し
、
全
員
一
致
の
議
決
に
基
い
て
し
た
の
で
あ
る
か
ら
、
必
ず
し
も
こ
れ
が

A
の
X
に
対
す
る
普
管
義
務
に
違
鼠
し
、
将

来
そ
の
資
経
-ba
追
求
さ
れ
る
と
ま
で
は
い
か
な
い
が
、
少
な
く
と
も
怠
登
記
の
正
当
性
を
維
持
し
て
い
る
場
合
に
は
、
そ
の
抹
消
登
記

請
求
訴
訟
を
遂
行
す
る
に
つ
い
て
十
分
な
養
管
義
務
・
を
果
せ
る
か
疑
問
で
あ
る
。
代
表
役
員
の
し
た
行
為
の
鉱
山
効
を
前
提
と
す
る
訴
訟

の
提
超
追
行
行
為
が
、
す
べ
て
利
益
相
反
と
な
り
、
依
代
表
役
員
を
選
任
し
な
け
れ
ば
ら
な
ら
な
い
か
は
事
案
に
よ
り
検
討
さ
れ
る
べ

(
泊
四
〉

き
明
、
あ
ろ
う
。

右
事
案
に
類
似
す
る
も
の
に
、
京
都
地
判
時
間
w

・
4
・
ぉ
ゆ
が
あ
る
。
こ
れ
は
、
原
告
寺
の
代
表
役
員
A
が
個
人
的
な
資
金
を
得
る

目
的
で
、
境
内
地
を
寺
院
規
則
同
に
定
め
る
所
定
の
手
続
(
賓
任
投
員
の
合
議
、
総
托
の
同
意
、
参
与
会
及
び
常
務
員
会
の
議
決
)
や
公

-291-

&
口
令
経
ず
に
被
告
に
売
却
し
た
行
為
を
鉱
山
効
と
し
、
こ
れ
に
基
づ
く
所
有
権
移
転
祭
器
の
抹
消
費
記
手
続
請
求
訴
訟
を
提
恕
退
行
す
る

行
為
を
利
議
格
反
事
項
と
し
た
も
の
で
、
事
件
の
経
過
か
ら
み
て
も
、
原
告
が
勝
訴
し
た
場
合
A
が
被
告
か
ら
個
人
的
資
径
を
追
求
さ

最近の宗教判例の動向と実務荷量華{矢吹}

れ
る
お
そ
れ
は
十
分
で
異
論
の
な
い
と
こ
ろ
で
あ
る
。

京
都
地
判
⑮
は
、
右
の
外
、
舷
代
表
役
員
選
任
に
関
す
る
畠
泉
佐
役
員
の
議
決
方
詰
や
買
主
舗
の
重
大
な
過
失
司
を
認
定
す
る
間
接
事
実

を
挙
示
し
て
お
り
実
務
上
参
考
と
な
る
。

、
…
一
項
と
仮
代
表
役
員
の
選
在
方
法
に
つ
き
、
糞
任
役
員
一
一
一
入
、
う
ち
一
人
が
弐
表
役
員
で
そ
の
科
益
棺

反
事
項
に
つ
き
仮
代
表
役
員
を
選
任
す
る
場
合
、

ω糞
任
役
員
の
定
数
の
過
半
数
で
選
任
す
る
詮
の
競
射
の
と
き

i
代
表
役
員
以
外
の

費
任
役
員
一
一
人
で
仮
代
表
役
員
を
選
出
す
る
。
同
開
特
到
の
利
害
欝
係
が
あ
る
責
任
役
員
の
数
と
開
数
の
仮
黄
径
役
員
を
選
出
す
る
宮
の

規
則
の
と
き

i
代
表
役
員
た
る
賛
任
役
員
に
つ
い
て
仮
糞
任
役
員
を
選
出
し
、
こ
の
袈
責
任
役
員
と
代
表
役
員
以
外
の
ニ
名
の
責
任
役

3 

議
教
法
人
法
一
一
一
条
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(泌〉

員
で
征
代
表
役
員
を
選
出
す
る
か
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
問
題
点
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
仙
の
場
合
、
一
一
入
の
実
任
投
員
の
意
見
が
分
か

れ
た
と
き
は
、
仮
代
表
役
員
を
選
出
で
き
な
く
な
る
の
で
、
総
代
等
と
合
識
の
よ
選
出
す
る
と
定
め
る
規
則
も
あ
る
。

高
松
高
判
@
は
、
規
制
則
上
板
代
表
役
員
-
を
選
出
で
き
な
い
と
き
は
、
特
加
代
護
人
に
関
す
る
民
法
五
七
条
の
逮
(
準
)
患
は
な
く
、

機
警
な
ど
に
よ
り
自
主
的
な
解
決
を
関
る
べ
き
と
す
る
が
、
実
務
上
は
圏
難
な
問
題
に
逢
着
す
る
。
者
判
決
の
よ
告
審
た
る
最
判
平
成

s
・
l
-
お
の
は
、
こ
の
点
に
つ
い
て
の
判
断
を
示
し
て
い
な
い
。

四

模
信
告
の
地
位
に
関
す
る
も
の
〈
そ
の
一
)

i 

檀
信
徒
に
代
表
役
員
の
総
量
不
存
在
篠
認
訴
訟
の
涼
告
適
格
が
あ
る
か
に
つ
い
て
、
東
京
高
判
率
一
克
・

3
・
日
窃
は
、
次
ぎ
の
よ

、
つ
に
い
'
つ
。

〈
幻
)

宗
教
法
人
の
役
員
で
あ
る
地
震
の
不
存
症
確
認
請
求
に
関
す
る
判
決
は
、
当
該
宗
教
法
人
の
組
織
職
に
係
わ
る
も
の
で
あ
る
の
み
な

-292-

ら
ず
、
そ
の
管
理
及
び
運
鷺
に
も
重
大
な
彫
響
を
及
ぼ
す
も
の
で
あ
る
か
ら
、
こ
の
訴
え
を
提
起
す
る
適
格
を
有
す
る
の
は
、
役
箆
の

選
任
や
業
務
の
執
行
な
ど
の
当
該
議
教
法
人
の
綴
織
又
は
管
理
に
関
し
何
ら
か
の
格
段
を
有
す
る
者
に
隈
ら
れ
る
。
宗
教
法
人
法
、
被

控
訴
人
寺
院
や
包
括
宗
教
間
体
の
各
競
則
に
よ
れ
ば
、
被
控
訴
人
寺
艶
に
お
い
て
役
員
の
選
経
に
関
与
す
る
の
は
、
責
任
役
員
や
檀
信

徒
総
代
の
地
栓
に
あ
る
者
を
原
則
と
し
、
右
各
組
制
闘
に
よ
り
感
柏
層
部
措
龍
等
に
よ
り
こ
れ
ら
に
準
ず
る
地
位
に
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
者

に
も
こ
れ
を
常
認
す
る
余
地
が
あ
る
。

2 

こ
れ
と
詩
じ
考
え
方
に
立
つ
も
の
に
東
京
高
判
瑞
m
-
H
-
n
@
が
あ
る
。
右
判
決
は
、
末
寺
の
食
職
は
、
こ
れ
を
包
括
す
る
宗

派
の
代
表
役
員
等
の
地
位
不
存
在
確
認
訴
訟
の
原
告
適
格
・
を
有
し
な
い
と
す
る
も
の
で
、
そ
の
理
由
と
し
て
次
ぎ
の
よ
う
に
判
示
す
る
。

間
体
の
構
成
員
が
盟
体
の
役
銅
剣
の
任
免
に
槙
与
し
う
る
場
合
に
は
、
構
成
員
た
る
地
位
は
役
員
の
任
免
に
関
す
る
康
体
法
上
の
楼
科

を
包
括
す
る
も
の
で
あ
り
、
特
定
の
者
が
当
該
役
員
た
る
地
位
を
有
す
る
か
ど
う
か
は
右
鴎
体
法
上
の
権
利
に
寵
接
関
わ
る
関
難
と
い



う
こ
と
が
で
き
る
か
ら
、
構
成
践
は
原
劉
と
し
て
そ
の
特
定
の
者
に
つ
き
投
銭
た
る
地
位
の
存
否
を
争
う
適
格
と
法
律
上
の
利
識
を
宥

す
る
と
解
す
べ
き
で
あ
る
が
、
こ
れ
に
対
し
構
成
員
が
右
の
よ
う
な
機
裂
を
有
し
な
い
場
合
に
は
、
そ
の
構
成
奥
は
、
自
己
の
権
利
義

務
又
は
臨
接
自
己
に
関
わ
る
具
体
的
法
律
関
係
の
存
替
の
問
題
を
離
れ
て
、
い
わ
ば
一
般
的
に
特
定
の
者
に
つ
い
て
そ
の
役
員
た
る
地

位
の
存
否
を
争
う
適
格
及
び
法
律
上
の
利
議
を
当
然
に
は
有
し
な
い
と
解
す
べ
き
で
あ
る
。

(
犯
)

こ
の
よ
う
な
訴
訟
に
は
、
間
体
内
部
の
紛
争
を
対
僚
的
効
力
あ
る
判
決
に
よ
っ
て
解
決
で
き
る
利
点
が
あ
る
が
、
単
に
簡
体
の
構

成
員
で
あ
る
こ
と
に
よ
っ
て
当
然
に
こ
の
識
の
訴
訟
を
提
起
す
る
適
格
を
有
す
る
も
の
と
解
す
る
こ
と
は
、
個
々
の
場
合
に
お
い
て
当

該
間
体
の
具
体
的
性
格
に
即
し
て
定
ま
る
べ
き
構
成
蹄
践
の
法
的
地
生
を
潤

的
に
取
扱
い
、
ま
た
当
織
間
体
の
準
削
郷
土
役
闘
の
在
免
に

容
唆
し
え
な
い
者
に
も
右
の
よ
う
な
訴
訟
ょ
の
請
求
の
形
で
そ
の
選
任
に
異
議
・
を
唱
え
る
こ
と
も
広
く
許
す
こ
と
を
意
味
し
、
そ
の
結

果
と
し
て
間
体
の
自
律
性
を
替
し
、
い
た
ず
ら
に
そ
の
内
部
関
係
の
粉
制
約
を
招
く
こ
と
に
も
な
り
か
ね
な
い
。
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本
件
に
お
い
て
、
管
長
及
び
代
表
役
員
の
地
位
の
存
否
を
争
う
鴻
格
及
び
法
律
上
の
利
益
を
有
す
る
者
は
、
日
蓮
正
宗
及
び
当
該
役

量産i立の宗教判例の動向と実務問題{矢吹)

員
た
る
こ
と
を
主
張
す
る
者
良
身
の
ほ
か
、
次
期
法
主
の
選
定
を
協
議
す
る
機
能
を
有
す
る
総
穀
、
暗
黒
役
、
能
化
に
線
ら
れ
、
末
寺
の

代
表
役
員
等
は
こ
れ
を
有
し
な
い
〈
詰
鶏
正
宗
の
教
師
の
資
格
安
有
す
る
者
は
、
宗
会
議
員
の
選
挙
権
を
有
し
、
そ
の
様
り
で
法
主
の
議

{
廷
に
関
与
し
え
な
く
も
な
い
が
、
そ
の
関
係
は
間
接
的
で
あ
っ
て
、
者
原
告
適
格
及
び
法
律
上
の
利
識
を
根
拠
づ
け
る
に
足
り
な
い
)
。

前
記
東
京
高
判
識
は
、
寺
震
と
檀
犠
徒
に
関
す
る
も
の
で
あ
る
の
に
対
し
、
右
判
決
は
議
派
と
こ
れ
に
包
括
さ
れ
る
末
寺
の
住
職
に

関
す
る
も
の
で
、
宗
教
団
体
の
性
格
を
異
に
す
る
が
、
い
ず
れ
も
団
体
法
壊
の
よ
か
ら
、
檀
搭
捷
や
米
寺
の
桂
職
は
役
践
の
選
定
に
関

与
す
る
地
位
に
な
い
こ
と
を
理
由
と
し
て
役
員
の
地
控
不
存
在
確
謹
訴
訟
の
原
告
適
絡
を
否
定
す
る
も
の
守
あ
る
。

3 

従
来
の
下
級
審
判
例
は
、
機
構
築
に
代
表
役
践
の
地
殻
不
存
在
確
認
訴
訟
の
原
告
適
格
を
常
議
し
て
い
る
。
そ
の
灘
患
と
宇
る
と

こ
ろ
は
、

ω植
徒
は
み
守
の
構
成
要
素
と
認
め
ら
れ
る
以
上
、
そ
の
帰
依
す
る
寺
の
住
職
網
代
表
役
員
が
何
者
で
あ
る
か
に
つ
き
直
接
利
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害
関
係
が
あ
り
、
右
創
刊
密
資
関
係
は
法
律
上
の
利
容
関
係
で
あ
る
こ
と
、
俗
宗
教
法
人
が
宗
教
法
人
の
響
護
運
営
に
薫
要
な
意
味
を
有
す

る
一
定
事
壌
に
つ
き
、
議
容
に
そ
の
紛
の
公
借
金
す
る
こ
と
を
定
め
て
い
る
こ
と
〈
同
法
一
一
一
一
一
条
、
一
一
一
四
条
一
項
、
三
五
条
三
項
、
四

四
条
ニ
項
〉
、
地
帯
一
ザ
数
幾
制
限
上
、
総
代
は
槻
儲
徒
の
う
ち
か
ら
衆
議
の
あ
る
者
を
住
職
・
代
表
役
員
が
選
定
し
、
財
産
処
分
、
規
制
の

夜
斑
等
に
つ
い
て
は
総
代
の
意
見
を
き
か
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
ま
た
被
盆
括
関
係
の
設
定
等
に
は
総
代
の
河
意
を
要
す
る
こ
と
、

ω問責

任
役
員
の
一
部
は
総
代
か
ら
選
任
さ
れ
る
こ
と
、
し
た
が
っ
て
檀
信
徒
は
総
代
を
遥
じ
寺
務
に
関
与
す
る
余
地
が
環
器
上
定
め
ら
れ
て

白

〈

的

ω)

い
る
こ
と
等
を
掲
げ
て
い
る
。

4 

最
判
平
2
・

m
・
mm@は
、
前
記
東
京
高
判
@
の
上
告
審
で
あ
る
が
、
代
表
役
員
の
地
位
の
存
杏
を
確
寵
し
て
も
、
住
織
の
地
位

の
存
否
が
確
定
さ
れ
る
も
の
で
は
な
く
、
住
職
の
地
位
の
譲
渡
に
つ
い
て
の
合
意
等
に
義
づ
く
住
職
と
な
る
権
利
、
ひ
い
て
は
詑
表
役

員
に
就
任
す
る
権
利
に
関
す
る
本
件
続
争
が
解
決
す
る
関
係
に
は
な
く
、
本
件
訴
え
は
線
認
の
利
雄
一
を
欠
急
、
訴
え
を
部
下
し
た
原
審
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の
判
断
そ
正
当
と
し
て
上
告
を
棄
却
し
た
。
し
か
し
欄
信
徒
の
原
普
通
務
に
擬
す
る
原
審
の
判
皆
に
は
全
く
ふ
れ
ず
、
こ
れ
を
支
持
す

る
か
は
不
明
で
あ
る
。

ま
た
最
判
平
5
・
9
・
7
畿
は
、
議
記
東
京
高
判
。
の
上
告
審
で
あ
る
が
、
第
一
、
ニ

5
に
所
述
の
と
お
り
、
法
律
上
の
争
訟
性
を

欠
〈
も
の
と
し
て
却
下
を
免
れ
ず
、
こ
れ
と
荷
旨
の
第
二
審
判
決
を
相
当
と
し
、
控
訴
を
棄
却
し
た
原
判
決
は
結
論
に
お
い
て
是
認
で

き
る
と
し
て
上
告
を
棄
却
し
た
。
こ
こ
に
も
、
原
審
が
詳
細
に
論
じ
た
末
寺
の
往
職
の
原
告
適
格
に
は
ふ
れ
て
い
な
い
。
た
だ
、
大
野

裁
判
官
が
反
対
意
見
に
付
随
し
て
、
こ
の
開
題
に
ふ
れ
、
末
寺
の
代
表
役
員
の
地
盤
の
存
否
が
日
蓮
正
宗
の
管
長
の
任
免
に
よ
る
こ
と

な
ど
を
論
拠
と
し
て
末
寺
の
住
職
械
に
豪
告
適
格
を
認
め
、
原
審
の
判
断
・
を
固
定
誌
で
き
な
い
と
し
て
い
る
。

五

檀
信
徒
の
地
位
に
関
す
る
も
の
(
そ
の
一
一
〉

纏
信
徒
に
宗
教
法
人
法
一
一
五
条
二
壌
に
規
定
す
る
帳
簿
・
欝
摘
の
閲
覧
購
求
績
が
あ
る
か
に
つ
い
て
、
次
ぎ
の
判
慨
が
あ
る
。



積
犠
説

東
京
地
戦
略
位
・

2
・
MMO

宗
教
法
人
法
が
規
期
の
作
成
(
一
二
条
一
一
一
環
)
、
変
更
(
二
六
条
二
項
〉
、
合
併
(
一
一
一
四
条

壊
、
一
一
一
五
条
一
一
一
項
、
一
一
一
六
条
)
、
解
散

(
四
限
条
)
及
び
財
産
の
処
分
(
一
一
一
一
一
条
〉
に
つ
い
て
信
者
そ
の
他
の
利
害
関
係
人
に
公
告
の
制
度
合
設
け
、
解
散
の
場
合
に
は

信
者
そ
の
他
の
利
察
関
孫
人
に
意
見
擁
連
の
権
特
を
認
め
る
(
翻
四
条
一
一
一
項
〉
な
ど
、
財
産
処
分
及
び
組
織
上
の
業
大
な
事
項
に
つ
い

て
代
表
役
員
や
寅
在
役
員
が
そ
の
業
務
執
行
を
公
明
適
正
に
行
い
、
財
産
関
係
を
も
合
め
た
事
務
処
理
が
明
確
か
っ
民
主
的
に
運
営
さ

れ
る
こ
と
を
確
保
す
る
た
め
の
規
定
を
覆
い
て
、
檀
徒
を
含
む
館
者
に
法
律
上
特
別
の
地
位
を
認
め
て
い
る
。

そ
し
て
、
宗
教
法
人
法
一
一
五
条
一
一
項
が
帳
簿
・
書
類
の
傍
付
け
義
務
を
規
{
延
し
て
い
る
の
は
、
何
び
と
か
の
関
繁
様
を
予
定
し
て
い

る
も
の
と
解
さ
れ
る
が
、
宗
教
法
人
の
獄
督
官
庁
や
税
務
当
局
は
そ
の
職
費
上
一
こ
れ
ら
を
潤
覧
す
る
の
は
そ
の
環
査
権
能
及
び
験
管
権

能
に
基
づ
く
も
の
で
あ
り
、
実
経
役
員
が
こ
れ
ら
を
閲
覧
す
る
の
も
京
教
法
人
の
事
務
処
理
機
関
と
し
て
そ
の
融
機
貨
を
適
正
に
遂
行
す

295-

る
た
め
に
当
然
の
こ
と
で
、
い
ず
れ
も
備
付
け
義
務
の
有
無
に
か
か
わ
り
な
く
行
わ
れ
る
性
質
の
も
の
で
あ
る
こ
と
会
考
え
合
わ
せ
る

最近の主義数字u例の動向と実務関慾(矢吹)

と
、
開
法
一
一
五
条
一
一
項
は
、
宗
教
法
人
の
帳
簿
・
書
類
備
付
け
義
務
の
反
面
と
し
て
、
少
な
く
と
も
檀
信
徒
に
は
、
当
該
宗
教
法
人
に

対
す
る
右
帳
簿
・
書
類
の
関
覧
請
求
権
を
認
め
、
宗
教
法
人
の
公
正
・
民
主
化
と
い
う
宗
教
法
人
法
の
鼠
的
を
実
現
し
よ
う
と
し
た
も

の
と
解
す
る
の
が
格
当
で
あ
る
。

同
州
携
桜
説
東
京
高
判
額
制
w
・
9
・
ぉ
命

帳
簿
'
書
類
等
の
提
覧
誘
求
権
は
、
宗
教
法
人
の
業
務
執
行
を
是
正
し
た
り
、
そ
の
機
関
の
資
任
を
追
及
す
る
場
合
に
、
そ
れ
ら
の

手
段
と
な
る
べ
き
権
剰
で
あ
る
と
い
う
べ
き
と
こ
ろ
、
宗
教
法
人
法
や
寺
焼
競
則
に
は
、
強
徒
な
い
し
檀
徒
に
業
務
執
行
の
是
正
や
機

関
の
責
任
追
求
を
な
し
う
る
競
走
や
公
告
の
対
象
事
壌
に
つ
い
て
信
者
な
い
し
撞
徒
の
意
向
を
譲
み
取
る
幽
制
度
に
関
す
る
規
定
が
な
い
。

宗
教
法
人
は
、
営
判
を
追
求
す
る
株
式
会
社
等
の
投
開
と
異
な
り
、
信
者
は
教
化
を
受
け
て
議
教
的
自
覚
に
到
達
し
、
そ
の
信
念
に
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基
づ
い
て
儀
式
…
行
事
等
の
宗
教
上
の
行
為
を
な
す
の
を
本
義
と
す
る
も
の
で
あ
っ
て
、
宗
教
法
人
の
菅
理
運
営
は
、
代
表
役
員
や
責
任

役
員
的
機
関
に
委
ら
れ
て
い
る
。

寺
暁
制
緩
則
で
は
、
総
代
は
檀
徒
ま
た
は
語
徒
で
衆
望
一
の
あ
る
も
の
か
ら
代
表
役
設
が
選
任
し
、
寺
院
の
維
持
経
常
に
測
し
、
代
表
投

員
そ
の
他
の
実
任
投
員
を
助
け
る
も
の
と
規
定
さ
れ
、
ま
た
代
表
役
員
以
外
の
貧
任
役
員
の
う
ち
一
名
は
、
総
代
が
ム
口
識
の
上
推
薦
し

た
も
の
令
窮
派
の
代
表
役
員
が
任
命
す
る
こ
と
と
し
て
い
る
が
、
要
す
る
に
檀
徒
が
観
蔵
寺
の
管
理
運
営
に
参
加
し
う
る
の
は
際
ら
れ

教
の
纏
徒
は
、
法
的
に
観
蔵
寺
の
業
務
執
行
の
是
正
や
機
関
の
賞
任
追
求
を
な
し
う
る
地
位
に

て
お
り
、
責
任
役
員
や
総
代
で
な
い

は
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
そ
の
手
段
的
権
利
に
す
ぎ
な
い
関
鷺
諮
求
権
は
、
機
信
徒
に
は
認
め
ら
れ
会
い
も
の
と
解
す
る
の
が
務
当
で

あ
る
。

2 

代
表
役
員
の
地
紋
不
等
在
擁
越
訴
訟
の
原
告
適
格
の
有
無
に
つ
い
て
も
、
こ
の
帳
簿
・
書
類
等
の
関
覧
欝
求
権
の
有
無
に
つ
い
て
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も
、
宗
教
法
人
法
及
び
寺
院
規
制
闘
に
お
い
て
、
横
揺
徒
が
薫
繋
事
壌
に
つ
い
て
公
骨
を
受
け
、
ま
た
檀
議
後
の
な
か
か
ら
総
代
が
選
定

部
の
責
怪
役
員
が
選
保
さ
れ
る
こ
と
に
よ
り
、
檀
儒
誌
が
間
接
的
に
寺
境
懇
営
に
参
闘
す
る
こ
と

さ
れ
、
さ
ら
に
総
代
の
な
‘
か
か
ら

会
前
提
と
し
な
が
ら
、

一
つ
は
盟
体
法
理
の
上
か
ら
模
信
捷
の
地
位
を
狭
く
解
し
て
原
告
適
格
や
関
覧
請
求
権
を
否
定
し
、
他
方
櫨
信

徒
が
・
守
駐
の
人
的
携
成
要
紫
で
あ
る
こ
と
を
重
視
し
て
、
機
器
提
の
地
控
を
広
く
解
し
、
原
告
適
格
や
閲
覧
請
求
権
を
認
容
し
て
い
く

(

倒

的

)

特
例
の
対
立
が
う
か
が
わ
れ
る
。
私
は
か
つ
て
、
こ
の
当
事
者
漉
格
の
問
題
に
つ
い
て
関
体
法
理
か
ら
の
検
討
を
示
唆
し
た
が
、
寺

践
と
機
器
提
に
は
、
暁
治
以
前
か
ら
の
歴
史
、
伝
統
が
あ
り
、
経
済
的
、
組
織
的
な
か
か
わ
り
合
い
も
、
寺
設
に
よ
り
そ
の
実
態
が
一

様
で
な
い
。
こ
れ
ら
の
諸
点
も
考
離
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。

3 

〈
お
)

最
近
こ
の
問
題
に
隠
し
て
檀
徒
か
ら
宗
教
法
人
で
あ
る
寺
及
び
権
利
能
力
な
き
社
団
で
あ
る
植
餐
徒
会
に
対
す
る
会
計
駿
簿
等

の
関
麓
・
謄
写
議
求
を
肯
定
す
る
東
京
高
判
平
6
'
3
・
ぉ
議
(
上
告
中
)
が
出
た
。
お
判
決
は
、
守
の
実
費
的
運
営
が
捜
信
徒
会
に



般
の
寺
院
に
そ
の
ま
ま
あ
て
は
ま
る
か
興
題
で
あ
る
が
、
前
記
蕊
l
仰
の
東
京
高
判

砂
の
立
論
に
た
っ
た
原
審
判
決
を
一
変
獲
し
、
前
記
五

1
川
の
東
京
地
判
識
の
考
え
方
に
立
つ
・
も
の
で
、
植
惹
徒
の
帳
簿
関
覧
舗
求
権
の

脚
問
題
は
、
未
だ
高
裁
投
摘
で
も
動
揺
し
て
お
り
、
実
務
上
最
高
裁
の
判
断
が
ま
た
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

お
い
て
行
わ
れ
て
い
る
特
殊
な
事
情
が
あ
り
、

叩ふ-

ノ、

そ
の
他

京
都
地
判
昭
郎
w
・
4
・
話
。
は
法
類
、
同
地
判
紹
mw
・
8
a
却
舎
は
法
綱
、
福
岡
高
判
諮
問
・

9
・
部
品
轡
は
寺
族
の
扶
養
料
、
京
都

地
裁
昭
mw
・
9
・
部
品
明
は
入
山
料
に
蹴
測
す
る
も
の
、
宗
教
法
人
の
名
称
使
用
に
つ
き
、
東
京
地
判
略
的
ヤ

u
-
H
Oの
外
、
最
近
東
京

地
判
平
6
・

m-
部
品
明
地
下
鉄
名
「
泉
昏
寺
い
使
用
悲
止
訴
訟
一
審
判
決
が
出
て
い
る
。
そ
の
他
は
判
鶴
一
葉
表
参
照

ま
i
F

め
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最近の宗教判事警の動向と実務問題{矢吹)

以
上
最
近
の
宗
教
判
例
を
概
観
し
た
が
、
仙
政
教
分
離
に
関
す
る
も
の
に
つ
い
て
は
、
目
的
効
築
基
準
の
採
用
が
定
着
し
て
い
る
が
、

そ
の
と
り
方
如
何
に
よ
っ
て
合
憲
論
、
違
憲
論
が
分
か
れ
て
い
る
こ
と
、
初
法
律
上
の
争
訟
に
つ
い
て
は
、
裁
判
所
の
宗
教
的
中
女
性

を
厳
守
し
て
司
法
判
断
を
避
け
る
立
場
と
宗
教
関
体
の
鼠
律
穫
を
尊
震
し
て
具
体
的
解
決
を
は
か
る
怠
場
か
ら
審
判
権
の
限
界
に
つ
い

て
判
例
が
分
か
れ
て
い
る
。
最
判
の
大
勢
は
前
者
の
方
に
あ
る
が
、
実
務
に
対
す
る
影
響
も
大
き
く
今
後
の
動
向
が
注
目
さ
れ
る
こ
と
、

掛
民
法
等
の
分
野
で
は
、
新
宗
教
の
内
罰
化
と
関
速
す
る
判
慨
が
で
て
き
た
こ
と
、
山
間
実
務
関
係
に
つ
い
て
は
、
複
橋
徒
の
地
世
に
つ

き
、
樋
健
徒
を
寺
院
の
人
的
構
成
直
前
繁
と
み
て
広
く
解
す
る
立
場
と
団
体
法
理
の
上
か
ら
制
限
的
に
解
す
る
立
場
の
相
違
が
あ
る
こ
と
、

役
員
の
選
任
、
解
告
や
銀
代
表
役
員
の
選
任
等
に
説
示
さ
れ
る
条
理
、
慣
習
の
具
体
的
な
内
容
は
侭
か
等
の
問
題
が
あ
っ
た
。
紙
数
の

糊
関
係
上
、
詳
細
は
後
日
に
譲
り
た
い
。
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霞
宗
教
法
制
研
究
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補
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加
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。
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家
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真
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務
紛
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物
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最
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平
成
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冗
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九
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八
日
判
決
を

ぬ
ぐ
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て
i
い
判
タ
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O
考
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丹
弁
輝
夫
「
持
拡
律
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の
掛
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的
胤
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雨
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た
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宗
教
上
の
地
位
と
裁
判
所
の
審
判
緩
i
円
防
護
正
塞
務
遂
纂
件
判
決
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っ
て
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号
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一
審
段
階
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も
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の
挙
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あ
る

0
0は
叢
判
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と
潟
皆
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輸
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体
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飯
の
う
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建
物
明
波
務
求
認
容
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緩
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i
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最
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制
判
酷
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六
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将
殿
日
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m
判
時
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お

m進
「
生
邪
教
集
問
の
内
関
化
と
近
代
自
ム
僚
主
義
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築
制
品
問
宗
教
法
鐙
T
会
(
平

s
・
g
-
滋
)
朗
報
袋
、
「
宗
教
教
閉
山
の
内
期
化
」
毎

B
E朝
間
平
成
七
年
間
四
月
五

五
玄
冨
岡
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日
夕
刊

(
凶
)
東
京
高
判
間
開
閉
持
・

3
・
m
出
来
高
民
臨
時
報
一
五
i
一一一
l
六
五

〈刊
μ
〉
宗
派
の
自
治
規
範
の
拘
束
力
(
白
出
掛
悼
繊
)
に
つ
い
て
、
最
判
昭
総
・
6
・

S
〈
民
集
九
1
・J
M

l

八
八
七
、
利
第
七
五
策
)
に
対
す
る
料
情
解
は
、
松
阪
の
携
成
員

に
糾
問
す
る
統
制
舵
掠
輯
摺
権
と
し
、
大
阪
高
判
明
mm
川町・

4
・
8
終
臨
時
限
五
二
!
こ
入
実
て
二
段
、
一
一
一
二
世
員
二
段
、
東
京
総
創
刊
平
一
%
・

4
・
日
@
利
時
二
ニ
一
一
一
ー

一
一
笈
賞
一
設
は
関
脇
陣
、
盛
横
浜
地
裁
小
田
原
支
創
刊
照
的

-s
・
4
⑬
判
明
時
町
一
…
七
二
l
一
O
九
頁
四
郎
棋
は
簸
法
二

O
条
一
項
、
二
一
条
一
項
の
宗
教
品
開
結
社
の
磁

衡
に
由
来
す
る
と
す
る
。
本
中
本
欄
関
係
か
ら
象
派
制
に
怒
る
寺
院
法
制
創
出
災
か
ら
の
考
療
が
必
要
と
考
え
る
。

〈
話
宗
派
と
寺
院
の
瞬
間
係
は
、
宗
教
法
人
法
は
包
緩
醐
関
係
と
い
い
、
同
法
施
行
前
は
所
属
関
係
と
い
う
。
な
必
、
宗
教
関
体
と
宗
教
法
人
に
つ
き
、
東
京
湾
創
刊
昭

ω
・

2
・
柏
崎
⑮
制
判
拙
吋
一
一
五
一
|
七
人
頁
一
、
二
段
参
照



〈
内
同
〉
こ
の
規
定
が
寺
院
の
自
主
性
を
必
ず
し
も
緩
う
も
の
で
な
い
こ
と
に
つ
き
、
総
欄
抑
制
糊
の
大
阪
湾
判
熔
H
?
4
・
8
約
時
開
間
五
二
!
二
む
資
一
二
、
殴
綾
参
照
。

〈H
M
〉
松
江
地
約
昭
総
・
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・
泌
物
脇
町
六
九
五
i
刊
二
は
懲
戒
嶋
続
出
止
に
岨
相
互
規
定
を
必
婆
と
す
る
と
し
、
東
京
治
制
時
四
用
組
制

a
l
-
w
u
は
懲
戒
織
の
行
使
に
明
文
の
茨
定

を
不
要
と
し
た
。
い
ず
れ
も
市
部
教
法
人
の
機
嫌
に
演
す
る
も
の
で
あ
る
。

(
刊
叫
)
東
京
高
判
平
2
・
3
・
臼
@
判
酪
吋
二
ニ
四
六
九
O
一
員
一
段
参
照

{
き
こ
の
点
に
つ
き
、
宗
教
法
人
の
代
表
役
員
に
間
関
す
る
も
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で
あ
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が
、
務
同
総
裁
宿
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線
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昭
m
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-
z
e
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七
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よ
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一
際
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i
四
県
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が
参
考
と

な
る
。

最近の祭教特例の動向と爽務問題(矢吹)

〈
げ
)
制
判
文
中
、
住
滅
選
任
手
緩
や
こ
れ
に
つ
い
て
慣
傍
が
を
め
る
場
合
の
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扱
い
な
ど
実
務
上
参
考
と
な
る
。
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催
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れ
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れ
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よ
い
か
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a
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五
、
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制
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・
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ず
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島
智
大
九
頁
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〈
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総
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、
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・
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。
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第 l 宗教戦j僚の動向

f政教分離jに関するもの

(1) 忠魂碑・慰霊祭違憲訴訟

(2) 靖関神社公式参拝違憲訴訟

(3) 玉ぐし科書事違憲訴訟

特例一覧表
〈昭和59-平成 6) 

2 r法律上の争訟JIこ関するもの

(1) 宗教団体内でなされた懲戒処分の効力

(2) 法主たる地位の存否等の無効磯認

3 r1態教の自由jと民法等

空茶歓まを害事14号(1995)

(1)宗教活動と離婚原媛、宗教1この信条と体育実技の不参刻、医療行為の拒否

(2) 祭教jこの入籍権侵害と不法行為

(3) 祭寂財産の承継考察

第2 宗教法人運営上の笑務問題

1 穂1i規定と宗教事項

2 役員の解任と民法651条

3 仮代表役員と民法57条

4 纏f議後の黄色位iこ関するもの{そのー)

代表役員の地伎の存否確認を求める訴えの原告適格

5 槙f議後の地位に関するもの〈そのニ)

渡信徒の綬君事・書類筒覧請求権

s その偽
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最近の宗教判例の書志向と実務問題(矢吹}

事免籾所 若手月日 特例時報 事件名 分類

{タ~判事事タイムズ}

{喜謀総) 宅? J{ 

1 1主 都 総 裁 59. 3.30 1115-51 主務保存協力説条例著書件{一審) 第2-6

2 名古屋 Z星稜 59. 4.1事 1531-163 幾夜主主害者の捻笈 理事1-3-(3)

3 線療高裁 59. 6.18 1535-21容 共事事事基地使用権事件 青梅2-6

4 福照完結裁 59. 6.19 1127-157 墳墓祭主領事件 第2-6

5 大 阪地重量 59. 9.28 1145-81 蓬費菱電子事件(一審〉 告書1-2-(1)

5 大堅証商議長 5仏10.15 1541-235 祭事E獄漢の承継者 第l…3-(3)

7 東 京 地 裁 59.11.26 1163-63 教会破門処分著書件 第1-2-(1)

s書草島議議員 5き.12.26 116幸一141 大線上主古神事士事件 害事1-2ー(2)

9 徳易機事堂 59.12.27 1293-101 務官持殺事件(一審) 第2-3

10 東京高毎議員 60. 2.28 1151-66 妙実等製件 第1-2ー(1)

11 東京地裁 60. 3.26 1160- 3 恐喝事件 第1-3-(2)

12 l京畿地象 60. 4.18 1170-123 個滅型車事件 第2-4

13 京都総裁 60. 4.26 116喜一117 絞殺邸事件 第2-3

14 ~豊浜地畿小限濠3史観 60‘6. 4 1172-94 小EB族教会事件{…響) 第1-2-(1)

15 家事草地翼民 60. 8.20 1169-総本願寺事件 第2-4

16 J.証 書事 主主 裁 60. 9.26 1183-118 害事録寺事件 第2-6

17 東京湾総 60.11.21 1173-14 段違王室長管長主主位不存在確認事件(ニ務}第1-2-(2)

18 大器ii ~尊重量 60.11.2事 1178-48 古都深草事協力貌条例事件(二審〉 第2-6

ぬ大分地量生 60.12. 2 1180-113 医療行為鐙蕊事件 第1-3-(1)

20 東京地蓄量 61. 1.28 1222-7君 葬式費用の負担者 費U-3-(3)

21 大阪翁講義 61. 5‘s 1207-61 重量華導者事件(二審) 第1…2ー(1)

22 l主 総 総 裁 61. 5.15 12容8-108 清水寺事件 害事2-2

23 大阪地議員 61. 5.30 123喜一 65 地量産後訴訟著書件{ー饗) 第1-1-(1)

24 東京地裁 61. 7.22 1122-70 湖周ポスト名誉綾議事件 第1-3-(2)

25 策京地裁 61. 8. 1 1204-128 畠命寺事害事 書籍2-2
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宗教法第14号(19幸5)

26 最 高普 裁 61. 9. 4 1238-81 住吉教会事件 第2-4

27 大分地 象 61.12.24 123喜一125 各称使用差i上事伶 第2…事

28 大分泌 裁 62. 1.29 1242-107 書離婚事件 費量1-3-{l)

約束京地裁 番2.2.12 1227-88 畿通産寺事件(一審) 第2-5

30 横浜 地 裁 62. 2.18 124幸一 42 規au変更漢書E無効害事露軍事件 第2-6

31 家事草地重量 62. 2.19 葉室長大谷派事件(一審} 告書1-2-(1)

32 疲潟 地 裁 62. 3. 5 1223-30 岩手玉ぐし科書害事件(一審〉 書事1-1ー(3)

33 大分地譲最後議滋支怒 62. 3.11 1234-123 名誉鍛損事件 妻鹿1-3-(2)

34 名古震地裁ft橋支部 62. 3.27 1259-92 費量懲事件 第1-3-(1)

35 京書草地芸員 62. 5.12 125章一銭 離婚事件 第1-3…(l)

36 東京地講義 62. 5.26 1259-48 募総拡張許可事件 第2-6

37 火事正総裁 62. 7.14 125幸一 48 募総経営鈴可毒事伶 第2-6

潟大阪高尊重量 62. 7.16 1237- 3 ~沼市忠魂碍訴訟{二電器) 書事1-1-(1)

39 東京 高 裁 62“7.30 1252-51 後海電子事件 第2-2

40 東京地裁 62.10. 8 1254-70 遺骨の所有者 第1-3…(3)

41 毒事健治議沼海支部 63. 2.24 1275一 26 t量界まま溢教事件 重喜2-2

42 J草 京 潟 銭 63. 3.31 1280-75 妙幾電子事件 事事2-6

43 最 日韓 裁 63. 6. 1 1277-34 殉尊民自衛官会総事件 第1-1

44 商 事告 書言 語亀 63. 4.27 1293-98 若宮神校駅牛{二転 第2-3

45 大阪商事量 63. 9.22 業安芸大谷派事件{二審) 第1-2-(1)

46 千百 問 書寄 書生 63. 9.28 1304-95 高林寺著書件 費事2-6

47 東京高範幸主 63. 9.28 1293-96 綴織寺事件(ニ審} 第2-5

48 大塁王池裁 63.10.14 1291- 3 箕面市迫撃事長会補助金訴読ま 第1-1-(1)

49 東京治議案 63.11.11 1297-81 類似名称俊用差.II:著書件 第2-6

(平成)

お き 費浜黄島幸主 まじ 2. 8 1321-144 浄綴寺事件 第2-6

51 松江総裁 7e. 2.22 1307-129 薬王寺署堅持 豊島1-2-(1)
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52 東京高裁 :ii';. 3.15 1346-87 淑興院事件{二奇襲) 第2-4

53 松山地裁 7主.3.17 1305-26 愛媛笈ぐし科事件(…審} 第1-1-(3)

54 京都議案支 元.3.20 1327-96 宗派隊脱・懲戒処分 第1-2ー(l)

55 東京地費量 元.3.23 1306-14 白蓮院事件{一審) 告書1-2ー(1)

56 東京地寄託 7乙.4.13 1312-104 妙案者手事件(ー務) 第1-2-(1)

57 京 事事 提主 主主 :ii'; 5.25 m5-254 役立ド守等事件 第1-2-(1)

58*戸主主事主主:潟支部 :ii';. 6.29 nl5-266 要量産者警毒事事件 第1-2-(1)

5雪大阪高書記 5(.. 7.14 1330-34 解任登記処分取消訴訟 型車2-1

60 鍛 高 書生 元.9. 8 1329-11 華li:1磨寺挙終〈上告審} 費事1-2ー(1)

61 大霊長池哉 先.11.き 1336-45 関空軍ま書留訴訟(一審) 第1-1-(2)

告2 東京 高裁 ま毛.11.15 9130-232 IJ、mn車教会事件(二審} 第1-2-(1)

63 纏問主主事E 1e.12.14 1336… 45 福間金書館訴訟{一審} 告書1-1-(2)

64 JI( 1京高重量 2. 1.24 妙真寺事件{二審) 妻鹿1-2-(1)

65 j差 勝 泌 総 2. 2.2告 1340-30 主主総忠魂袴護露首長{一審) 書事1-1-(1)

66東京地裁 2. 2.28 1365-65 奉納金返還訴訟 第1-2

67 東京海設 2. 3.15 1346-87 滋興院著書件{二審} 告書2-4

68 神戸地裁量豪華接交郷 2. 3.2事 1475-100 播磨堂書E襲警器室長{一審) 事事1-1ー(2)

69 東京高裁 2.4.25 1351-61 緩婚事件 官事1-3ー(1)

70 大阪 地裁 2. 5.14 1367-78 附上 害事1-3-(1)

71 東 京高 裁 2. 5.30 自選義務E著書件{三電器) 第1-2-(1)

72 大 阪地 裁 2. 9. 7 1366…総 人身係官襲法による幼児れ渡請求 第1-3-(2)

73 神戸捻象 2. 9. 7 1395-111 堅持院事件 害事1-2ー(1)

74 最 高 請託 2.10.29 1366-46 護軍典型車事件{上告審) 書事2-4

75 東京地教 2.12. 7 1424-84 費量婚事件 第1-3-(1)

76 総合尚喜t 3. 1.10 1370… 3 岩手支ぐし料等事件(二審} 第1-1-(3)

77 緩 高 憲主 3. 1.25 若宮神社事件(上告奇襲} 第2-3

78 大阪高著書記 3. 3.26 級車42-3-438地蔵像訴訟事件{二審) 君事1-1ー(1)

将来 E在地裁 3. 3.2き 1424-84 緩綴無効事件 第1-3-{I)
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鈎最 書草 毒量 4. 1.23 1412-107 真言葉大谷派事件(Jニ告電器) 第1-2ー(1)

81 衡問 Z憲章生 4. 2.28 142喜一 85 福岡靖爵訴読ま(二審) 第1-1-(2)

82 il毎 松 高 裁 4. 5.12 141幸一 38 愛媛玉ぐし終著書件{二審) 告書1-1-(3)

おき事戸地裁 4. 6.12 1438-50 体育実技不参加事件{一審) 書事1-3-(1)

書4 大震高裁 4. 7.30 1434ー 秘 書毒翌霊堂書留訴訟(二審) 第1-1ー(2)

85 鹿匁 S善治費量 4.10. 2 1435-24 鹿児島大嘗祭違憲自露首公 第1-1ー(3)

駒大阪 高 高 裁 4.10.15 1446-49 体育実技不参刻著書件(抗告審) 害事1-3-(1)

絞殺 高 書記 4.11.16 1441-57 地蔵像訴後著書券{上告審) 舞n…1-(1)

88犠岡高 裁 4.12.18 1446-53 長量産応機事事訴訟{二審} 費高1-1-(1)

89 名 古屋地総 5. 1.喜 1501-124 妙送電字書IH4 第2-1.2

90 最 話器 事t 5. 2.1告 1454-41 箕面務忠実益事訴訟(Jニ傷者藤) 第1-1-(1)

91 大阪総裁 5. 2.26 1480-105 幸福の科学事件 書事1-3-(2)

92 大阪 E著書量 5. 3.18 1457ー総 揺庫署婿鴎総重量{二電器〉 費事1-1-(2)

93 福岡地象 5. 3.23 1480-105 祭徳の科学事件 費~1-3ー(2)

告4東京高裁 忌 3.24 1460-62 築地経営許可申驚拒否子事件 第2-6

95 ~ i吉畿地裁 5事 3.26 1467-94 挙権の科学事件 第1-3ー(2)

96 東 京高 裁 5. 3.30 1455-9庁 舎F毒事撃による篠級会館使用不許可事件 稼1-3-(2)

97 東 京総 裁 5. 5.21 1480-105 幸福の事等学著書件 費事1-3-(2)

事8 横 浜地 裁 5. 6.30 1473-117 オウム真灘教事件 費!1-3一位}

号事最 高 憲主 5. 7.20 1503- 3 白蓮院事件(上告審〉 第1-2-(1)

100 毅 書簡 事量 5. 9. 7 白蓮正案警菱地位司清殺事童話事事件{上告審) 第1-2ー(2)

101 .. 高 裁 5‘告.10 1503- 3 妙案寺著書伶(上俊着陸) 第1-2-(1)

102裕潟地裁 5.10. 7 1必83-102 鎗綴無効後護軍事件 書事1-3-(1)

103 最 事毎 事量 5.11.25 1503- 3 小関原教会事件{上告審) 妻鹿1-2ー(1)

104 東京主主象 5.11.30 1512-41 纂地使用契約勇軍徐 第2-6

105 J車京商事量 器移 3.23 1507-113 景元寺事件 第2-5

106 東 京地裁 念10.28 1512-11 泉鈴奇襲名憲主主監止請求事件 宮事2-6
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